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本
紀
要
第
二
十
一
号
に
お
い
て
「
十
牛
図
を
め
ぐ
る
和
歌
―
寛
永
六
年
版
本
及
び
近
世
初
期
堂
上
歌
人
の
歌
を
中
心
に
し
て
―
」
と

題
し
、
寛
永
六
年
版
本
の
『
四
部
録
』
所
収
「
十
牛
図
」
に
掲
載
さ
れ
る
二
十
首（
各
図
二
首
）に
つ
い
て
、
廓
庵
の
序
・
頌
及
び
石
鼓

希
夷
・
壊
衲
大
璉
の
和
韻
と
の
比
較
・
検
討
を
試
み
た
。
大
よ
そ
は
序
・
頌
、
二
首
の
和
韻
と
通
底
す
る
も
の
の
、
一
部
そ
れ
ら
と
相
反

す
る
歌
、序
以
下
の
詩
句
に
拠
ら
な
い
歌
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
近
世
期
の「
十
牛
図
」の
受
容
は
五
山
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
序・

頌
と
二
首
の
和
韻
と
挿
絵
に
、
寛
永
六
年
版
に
お
い
て
新
た
に
歌
二
十
首
を
刻
し
た
体
裁
で
行
わ
れ
て
お
り
、
以
後
の
各
版
も
当
該
版

本
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。併
せ
て
川
瀬
一
馬
氏
が
報
告
す
る
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
の
室
町
期
の
古
写
本『
四
部
録
』所
収「
十
牛
図
」

に
記
さ
れ
る
十
首
の
歌（
１
）と
頌
・
和
韻
及
び
版
本
掲
載
歌
と
の
関
係
を
見
た
。
ま
た
後
西
院
以
下
、
十
人
の
堂
上
歌
人
が
各
図
一
首
ず
つ

を
詠
じ
た
詠
歌
を
畑
中
盛
雄
の
『
類
題
法
文
和
歌
集
注
解
』（
寛
政
二
年
成
）
を
手
掛
か
り
に
し
な
が
ら
十
首
の
歌
に
つ
い
て
触
れ
た
。

　

前
稿
に
お
い
て
は
右
記
の
二
点
を
中
心
に
し
て
「
十
牛
図
」
を
め
ぐ
る
歌
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
本
稿
で
は
近
世
初
期
及
び
以
後
の
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「
十
牛
図
」
を
基
に
詠
ま
れ
た
詠
作
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。「
十
牛
図
」
の
注
釈
と
し
て
は
は
や
く
鎌
倉
末
期
の
臨
済
僧
痴
兀
大

慧
（
一
二
二
九
～
一
三
一
二
）
に
『
十
牛
訣
』（
応
永
九
年
成
立
／
正
保
二
年
刊
）
が
あ
り
近
世
初
期
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
萬
安
英
種

の
『
四
部
録
抄
』（
寛
永
十
年
刊
）、
駿
陽
山
人
の
『
首
書
四
部
録
』（
元
禄
十
一
年
刊
）
が
備
わ
り
「
十
牛
図
」
の
注
釈
も
初
期
に
行

わ
れ
て
い
た
。「
十
牛
図
」
に
関
係
す
る
文
学
作
品
と
し
て
は
、
曹
洞
宗
の
僧
月
坡
道
印
の
『
う
し
か
ひ
草
』、
小
澤
蘆
庵
の
版
本
掲
載

歌
に
対
す
る
批
評
と
自
ら
詠
じ
た
歌
、
叢
書
類
に
収
め
る
二
種
の
詠
作
が
存
す
る
（
叢
書
類
に
所
収
さ
れ
る
詠
作
に
つ
い
て
は
前
稿
を

参
照
）。
月
坡
の
『
う
し
か
ひ
草
』
は
近
世
初
期
に
流
行
し
た
仮
名
草
子
の
一
書
で
あ
り
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
京
の
書
肆
西
田
庄

兵
衛
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。「
十
牛
図
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
貧
家
の
息
が
父
か
ら
譲
り
受
け
た
牛
を
失
い
、
そ
れ
を
求
め
山
野
を

彷
徨
し
、
探
し
出
し
た
牛
を
飼
い
馴
ら
し
再
び
家
に
戻
り
市
に
出
て
行
く
と
い
う
構
成
で
あ
る
。『
う
し
か
ひ
草
』
は
全
十
二
図
を
設

け
て
お
り
、
こ
の
点
「
十
牛
図
」
と
は
相
違
し
二
図
を
新
た
に
創
作
し
て
い
る
。
各
図
の
末
に
歌
二
首
を
附
し
全
二
十
四
首
を
掲
げ
て

お
り
、
散
文
と
韻
文
か
ら
成
る
。「
十
牛
図
」
を
め
ぐ
る
詩
歌
は
当
該
図
が
頌
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
世
期
以
来
韻
文

を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
月
坡
は
韻
文
（
歌
）
と
併
せ
て
散
文
を
採
用
し
て
お
り
、
当
該
図
を
基
に
し
た
作
品
が
詩
作
を
軸

と
し
て
展
開
し
て
き
た
歴
史
に
散
文
に
よ
る
表
現
を
新
た
に
加
え
て
い
る
こ
と
に
な
る（
２
）。

月
坡
は
僧
侶
で
あ
り
、
偈
頌
・
漢
詩
を
多
く

作
し
て
お
り
、
詩
作
に
よ
っ
て
当
該
図
の
趣
意
を
表
現
す
る
の
が
通
例
と
思
わ
れ
る
が
、
和
文
体
・
和
歌
と
い
う
二
種
の
和
の
表
現
形

式
に
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
蘆
庵
は
十
八
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
京
の
地
下
歌
人
で
あ
り
、
堂
上
歌
人
と
は
異
な
る
歌

論
・
歌
風
を
唱
え
た
人
物
だ
が
、
自
筆
本
『
六
帖
詠
藻
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
に
版
本
掲
載
歌
を
批
評
し
、
歌
意
に
不
審
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
指
摘
し
た
上
で
、
新
た
に
そ
の
図
の
趣
意
に
合
う
よ
う
に
詠
み
直
し
て
い
る
。
版
本
掲
載
の
歌
が
当
期
の
歌
人
の
目
に
ど

の
よ
う
に
映
り
、
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
を
窺
う
上
で
貴
重
な
発
言
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
右
記
の
作
品
を
通
し
て
「
十
牛
図
」
を
め
ぐ
る
歌
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
見
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て
い
き
た
い
が
、
こ
こ
で
近
世
期
の
「
十
牛
図
」
の
受
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
学
の
研
究

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
本
邦
に
お
い
て
は
中
世
期
以
来
廓
庵
の
「
十
牛
図
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る

作
品
も
廓
庵
の
「
十
牛
図
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
近
世
期
の
禅
僧
に
よ
る
「
十
牛
図
」
を
詠
じ
る
漢
詩
に
つ
い
て
も
廓
庵
「
十
牛

図
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
で
は
廓
庵
の
そ
れ
で
は
な
く
、
普
明
の
「
牧
牛
図
」
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
。
両
図
と
も
十

図
で
あ
り
、牧
人
と
牛
が
織
り
な
す
一
連
の
図
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、標
題・内
容
は
異
な
り
廓
庵
と
普
明
の
差
異
が
表
わ
れ
て
い
る
。

普
明
「
牧
牛
図
」
は
明
代
の
僧
雲
棲
袾
宏
が
序
を
附
し
万
暦
三
十
七
年
に
刊
行
し
た
も
の
だ
が
、
近
世
初
期
本
邦
に
伝
来
し
、『
新
刻

禅
宗
十
牛
図
』と
題
し
て
明
暦
元
年（
一
六
五
五
）に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の「
牧
牛
図
」に
拠
る
詩
作
と
し
て
は
東
皐
心
越（
一
六
三
九

～
一
六
九
五
）
の
「
蓮
池
大
師
禅
宗
十
牛
図
、
嗣
普
明
禅
師
韻
」
が
あ
り
、
清
水
春
流
に
「
牧
牛
図
」
の
牛
を
馬
に
替
え
、
春
流
の
七

絶
と
寒
渓
の
和
韻
を
附
し
た
『
儒
家
十
馬
図
』（
延
宝
二
年
刊
）
が
存
す
る
。
近
世
期
は
普
明
の
「
牧
牛
図
」
を
基
に
し
た
作
品
も
見

ら
れ
る
も
の
の
、
主
流
と
し
て
は
廓
庵
の
「
十
牛
図
」
が
受
容
さ
れ
、
前
記
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
一
、『
う
し
か
ひ
草
』
の
研
究
史
　

　

月
坡
（
寛
永
十
四
年
〈
一
六
三
七
〉
～
享
保
元
年
〈
一
七
一
六
〉）
は
近
世
初
期
の
曹
洞
宗
の
僧
で
あ
る
。
月
坡
の
経
歴
に
つ
い
て
簡

略
に
記
し
て
置
く
。、
近
江
大
津
の
人
で
、
八
歳
で
薙
髪
し
、
若
年
一
時
黄
檗
山
に
上
り
隠
元
隆
琦
・
木
庵
性
瑫
に
謁
し
た
こ
と
も
あ
り
、

寛
文
四
年
近
江
比
良
山
獅
子
谷
に
庵
を
結
び
、
同
七
年
に
は
関
山
（
逢
坂
山
）
に
居
を
移
し
山
水
を
友
と
す
る
生
活
を
送
っ
た
。
同
九

年
に
竜
睡
愚
穏
の
勧
め
で
永
平
寺
に
上
り
首
座
と
な
り
、
寛
文
十
年
金
沢
献
珠
寺
に
入
り
、
延
宝
四
年
、
山
居
の
詩
を
詠
み
そ
の
風
騒

に
感
心
し
た
徳
川
光
圀
に
請
わ
れ
水
戸
の
岱
宗
山
天
徳
寺
に
赴
き
僧
衆
を
指
導
し
、
天
和
元
年
金
沢
天
徳
院
に
転
院
し
竜
睡
を
継
ぎ
三
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世
と
な
り
、
元
禄
元
年
に
京
大
宅
寺
に
退
い
た（
３
）。

語
録
に
『
月
坡
禅
師
住
加
賀
州
黄
竜
山
献
珠
禅
寺
語
録
』（
延
宝
五
年
刊
）、『
月
坡

禅
師
住
常
陸
州
岱
宗
山
天
徳
禅
寺
語
録
』（
延
宝
八
年
刊
）
な
ど
が
あ
り
、
詩
集
に
『
菴
居
全
集
』（
三
巻
一
冊・寛
文
十
二
年
刊
）、『
霊

隠
図
誌
』（
元
禄
五
年
序
刊
）、『
南
去
北
来
』（
三
巻
一
冊
・
元
禄
十
四
年
序
刊
）、
漢
詩
・
和
歌
か
ら
成
る
紀
行
文
『
手
ご
と
の
花
』（
元

禄
期
刊
）が
あ
る
。月
坡
は
多
く
の
詩
を
も
の
し
た
詩
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、岡
田
宜
法
氏
は「
月
坡
師
は
大
智
以
来
の
詩
星
と
し
て
、

宗
門
屈
指
の
宗
匠
で
あ
る
」
と
評
す
る（
４
）。
月
坡
の
詩
作・詠
作
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
た
い
が
、月
坡
は
詩
の
み
な
ら
ず
『
手
ご
と
の
花
』

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
和
歌
も
詠
じ
て
い
た
。
近
世
初
期
に
僧
侶
で
あ
り
詩
作
の
傍
ら
和
歌
を
詠
じ
た
人
と
い
え
ば
日
蓮
宗
の
元
政
が
想

起
さ
れ
、
家
集
に
『
草
山
集
』（
寛
文
十
二
年
刊
）
が
あ
る
。
一
方
月
坡
に
は
家
集
は
な
い
も
の
の
、
自
己
の
表
現
様
式
と
し
て
和
歌
を

も
取
り
込
ん
で
い
る
。『
う
し
か
ひ
草
』
は
和
文
・
和
歌
か
ら
成
り
、
各
章
末
に
二
首
の
歌
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
当
該
作
品
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

本
文
を
見
る
前
に
『
う
し
か
ひ
草
』
の
内
容
と
研
究
史
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
当
該
書
は
寛
文
九
年
に
仮
名
草
子
の
一
書

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
廓
庵
「
十
牛
図
」
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
も
の
の
、
廓
庵
の
序
・
頌
、
二
首
の
和
韻
の
詩
句
は
直
接
は
文
章
・

和
歌
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
題
と
挿
絵
に
つ
い
て
は
月
坡
が
新
た
に
附
し
た
二
章
（「
こ
ゝ
ろ
を
お
こ
す
」「
い
ゑ
を
い
づ
る
」）
を

除
き
ほ
ぼ
廓
庵
「
十
牛
図
」
の
も
の
と
同
趣
向
で
あ
る
。
但
し
、「
う
し
を
う
る
」
の
挿
絵
は
徐
々
に
黒
牛
が
白
牛
に
変
化
し
、「
う
し

を
か
ふ
」で
は
半
分
程
白
く
、「
う
し
に
の
る
」で
完
全
に
白
牛
に
化
し
て
い
る
。
廓
庵
の
そ
れ
が
黒
牛
に
対
し
普
明「
牧
牛
図
」は「
受
制
」

か
ら
徐
々
に
白
く
変
化
し
「
無
碍
」
で
白
牛
に
化
す
。『
う
し
か
ひ
草
』
は
挿
絵
の
意
匠
は
廓
庵
の
図
に
よ
る
も
の
の
、
黒
牛
か
ら
白
牛

へ
の
変
化
は
普
明
「
牧
牛
図
」
に
倣
っ
て
お
り
、
こ
の
点
は
普
明
の
意
匠
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
人
物
に
つ
い
て
は
文
章
で
「
子
」
と
さ

れ
て
お
り
挿
絵
も
青
年
の
姿
だ
が
、
十
一
章
「
家
に
か
へ
る
」
で
は
老
人
の
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
廓
庵
・
普
明
の
ど
ち
ら
と

も
異
な
る
。
構
成
に
つ
い
て
は
全
十
二
章
か
ら
な
り
、
各
章
比
較
的
短
い
和
文
体
の
文
章
が
記
さ
れ
、
最
後
に
文
章
と
相
通
す
る
二
首

一
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の
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
各
章
は
一
章
ず
つ
正
月
か
ら
十
二
月
に
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、文
中
に
月
名
が
記
さ
れ
、各
季
節
の
推
移・

景
物
を
記
し
な
が
ら
廓
庵
「
十
牛
図
」
に
よ
る
一
連
の
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
各
章
と
月
名
を
照
応
す
る
と
、「
こ
ゝ
ろ
を
お
こ
す
」

正
月
（
む
つ
き
）、「
い
ゑ
を
い
づ
る
」二
月
（
き
さ
ら
ぎ
）、「
う
し
を
た
づ
ぬ
る
」三
月
（
や
よ
ひ
）以
上
春
、「
あ
と
を
見
る
」四
月
（
う
月
）、

「
う
し
を
見
る
」
五
月
（
五
月
雨
）、「
う
し
を
う
る
」
六
月
（
み
な
づ
き
）
以
上
夏
、「
う
し
を
か
ふ
」
七
月
（
文
月
）、「
う
し
に
の
る
」

八
月
（
は
月
）、「
う
し
を
わ
す
る
ゝ
」
九
月
（
長
月
）
以
上
秋
、「
う
し
人
友
に
わ
す
る
ゝ
」
十
月
（
神
無
月
）、「
家
に
か
へ
る
」
十
一
月
、「
い

ち
く
ら
に
入
」
十
二
月
（
し
は
す
）
以
上
冬
で
あ
る
（（ 

）
内
は
本
文
の
表
記
）。
な
お
本
書
に
月
坡
の
記
名
は
な
い
が
、
柴
山
全
慶
氏

が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
序
文
の
「
月
波
」
は
「
月
坡
」
の
誤
字
で
あ
り
、
序
文
を
請
う
た
元
湛
な
る
僧
も
禅
学
辞
典
・
禅
学
要
鑑
の

解
題
に
月
坡
の
侍
者
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
る
。
序
者
の
「
湖
南
隠
士
観
海
」
に
つ
い
て
も
寛
文
七
年
に
月
坡
を

関
山
の
蝉
丸
旧
址
の
庵
に
拝
請
し
た
一
善
信
で
あ
る
と
推
定
す
る（
５
）。
各
図
も
観
海
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
紹
介
は
柴
山
全
慶
氏
が
昭
和
三
十
六
年
に
「
宇
し
か
ひ
草
に
就
い
て
」
に
お
い
て
全
文
を
挿
絵
と
と
も
に
翻
刻
さ
れ
解
説
も

付
し
、
自
然
描
写
が
そ
の
月
々
の
季
節
に
合
わ
せ
て
書
か
れ
て
お
り
、
禅
書
と
い
う
よ
り
も
草
双
紙
風
の
風
流
書
の
内
容
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
廓
庵
「
十
牛
図
」
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
廓
庵
の
図
の
牧
人
は
変
化
し
な
い
の
に
対
し
、
本
書
は
第
一

章
で
は
青
年
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
最
終
図
で
は
童
心
に
戻
っ
た
「
老
翁
」
に
な
っ
て
お
り
、「
十
牛
図
」
の
第
十
図
「
入
鄽
垂
手
」

の
「
痴
聖
の
遊
戯
」
を
「
童
心
の
遊
戯
」
の
相
で
示
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
本
書
の
牛
が
廓
庵
の
牛
と
同
じ
く
、「
心
牛
」
で
あ
る

こ
と
は
変
わ
り
な
い
が
、「
黒
白
（
染
・
浄
）」
の
変
化
が
意
識
的
に
示
さ
れ
、
月
坡
の
牧
牛
視
に
「
染
・
浄
」
の
思
想
を
有
し
て
い
る

こ
と
と
、
廓
庵
の
牧
牛
観
が
「
得
・
失
」
に
あ
る
こ
と
を
対
比
さ
れ
る
。
最
後
に
「
月
坡
は
〝
う
し
か
ひ
草
〟
の
図
章
の
進
展
に
、
廓

庵
十
牛
を
摸
し
な
が
ら
、
そ
の
牧
児
観
や
牧
牛
観
は
、
清
居
や
普
明
の
牧
牛
図
に
做
ら
つ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
す
る（
６
）。
本
書

の
基
礎
的
様
相
が
簡
潔
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
廓
庵
の
「
十
牛
図
」
及
び
普
明
の
「
牧
牛
図
」
と
の
関
係
の
指
摘
も
貴
重
で
あ
っ
た
。

一
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柳
田
聖
山
氏
は
本
書
に
つ
い
て
「
そ
の
全
体
の
構
成
を
廓
庵
の
「
十
牛
図
」
に
よ
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
二
章
を
加
え
て
十
二
図
と
し
、

こ
れ
を
四
季
に
配
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
湖
南
隠
士
観
海
に
よ
る
図
も
ま
た
黒
牛
の
白
に
変
ず
る
趣
き
を
加
え
て
、
他
の
牧
牛
図
の

思
想
を
綜
合
し
つ
つ
、
人
牛
と
も
に
忘
れ
た
と
こ
ろ
よ
り
、
ふ
た
た
び
家
に
か
え
り
市
に
入
る
、
廓
庵
の
主
題
を
忠
実
に
迫
っ
て
い
る
。」

と
し
、
本
書
成
立
の
寛
文
八
年
は
月
坡
が
比
良
山
（
獅
子
谷
）
に
庵
居
し
て
い
た
こ
ろ
で
、
作
品
か
ら
窺
わ
れ
る
近
世
文
人
風
の
風
流

韻
事
の
生
活
態
度
は
そ
の
実
際
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
和
歌
に
つ
い
て
も
一
般
市
井
の
読
者
を
予
想
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、

版
本
掲
載
歌
の
歌
よ
り
さ
ら
に
一
般
化
さ
れ
て
道
歌
風
で
あ
る
と
評
さ
れ
る（
７
）。

本
書
成
立
時
の
月
坡
の
境
涯
を
想
起
さ
れ
た
こ
と
は
貴

重
な
指
摘
で
あ
る
が
、
月
坡
の
詩
作
と
の
関
連
は
後
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

次
い
で
中
村
文
峰
氏
は
国
立
国
会
図
書
館
本
を
底
本
と
し
、
解
題
、
全
文
の
翻
刻
及
び
現
代
語
訳
と
、
各
章
を
禅
宗
の
視
点
か
ら
見

た
解
説
も
附
し
た
書
を
刊
行
さ
れ
た（
８
）。
本
書
の
研
究
史
の
中
で
現
代
語
訳
も
施
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
氏
は
普
明

の
図
が
漸
修
を
重
ね
て
宗
教
的
絶
対
の
境
地
を
「
隻
泯
」（
空
白
）
で
表
す
の
に
対
し
、
廓
庵
は
こ
れ
を
理
想
の
境
地
と
せ
ず
、「
理
想

の
自
受
用
的
世
界
「
返
本
還
源
」
と
、
他
受
用
的
世
界
「
入
鄽
垂
手
」」
の
二
章
を
加
え
て
い
る
と
し
、「「
う
し
か
ひ
草
」
は
、
こ
の
両

者
の
思
想
を
兼
ね
併
せ
て
文
章
と
挿
絵
で
示
し
て
い
る
。」
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
な
お
巻
頭
に
廓
庵
「
十
牛
図
」・『
う
し
か
ひ
草
』・

普
明
「
牧
牛
図
」
の
各
図
の
照
応
と
、
三
書
の
挿
絵
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
湯
浅
佳
子
氏
は
廓
庵
「
十
牛
図
」
と
本
書
の
内
容
を

対
比
し
た
上
で
、「
こ
の
よ
う
に
本
書
で
は
「
十
牛
図
」
を
も
と
に
、男
の
心
が
牛
や
自
然
と
時
に
離
れ
、あ
る
い
は
一
つ
に
な
り
な
が
ら
、

ま
た
そ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
に
移
ろ
っ
て
い
く
様
子
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
全
体
図
を
見
渡
し
て
い
る（
９
）。

　

本
稿
で
は
諸
先
学
の
調
査
・
論
考
を
基
に
『
う
し
か
ひ
草
』
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
が
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
文

章
と
和
歌
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
関
係
を
本
文
に
即
し
て
触
れ
る
こ
と
を
主
な
課
題
と
し
た
い
。
な
お
本
書
は
『
假
名
草
子
集
成　

第

六
巻
』（
東
京
堂
出
版
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
引
用
は
駒
澤
大
学
図
書
館
本
に
拠
る）

（1
（

。
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二
、『
う
し
か
ひ
草
』
の
文
章
と
和
歌

　
　

本
書
の
特
質
は
す
で
に
序
文
中
に
記
さ
れ
て
お
り
、

廓
庵
の
十
牛
に
な
ぞ
へ
て
、
か
り
に
十
二
の
関
を
も
う
け
、
四
季
の
お
も
む
き
を
の
べ
て
、
う
し
か
ひ
草
と
名
づ
け
た
ま
ひ
ぬ
。

春
は
山
路
に
花
を
た
づ
ね
、
夏
は
河
べ
に
ほ
た
る
を
う
つ
よ
り
、
あ
き
は
月
に
う
そ
ぶ
き
、
ふ
ゆ
は
雪
を
な
が
む
る
ま
で
に
や
さ

し
き
言
葉
が
き
し
て
、
こ
ゝ
ろ
あ
り
げ
に
見
ゆ
る
歌
よ
み
た
ま
へ
る
は
、
わ
が
く
に
の
な
ら
は
し
な
れ
ば
な
る
べ
し
。
中
に
一
じ
の

禅
を
と
く
な
く
、
一
句
の
法
を
の
ぶ
る
な
し
。
頂
門
に
ま
な
こ
を
具
す
る
人
に
あ
ら
ず
は
会
し
が
た
か
ら
む
。

と
あ
る
。
廓
庵
「
十
牛
図
」
に
擬
し
、
季
節
の
推
移
に
仮
託
し
、
書
中
に
禅
の
趣
意
を
思
わ
せ
る
言
句
を
用
い
ず
に
本
書
が
著
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
記
す
。
本
書
の
真
意
を
理
解
す
る
に
は
「
頂
門
眼
」
―
真
実
を
見
抜
く
眼
識
―
を
要
す
る
と
も
あ
る
。「
十
牛
図
」
を
所

収
す
る
『
四
部
録
』
は
寛
永
六
年
に
開
版
さ
れ
、
以
後
本
書
刊
行
（
寛
文
九
年
）
ま
で
に
版
を
重
ね
て
い
る
の
で
、
廓
庵
「
十
牛
図
」

の
趣
向
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
当
時
の
読
者
に
も
広
く
認
知
・
受
容
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
各
図
二
首
の
歌
も
寛
永
六
年
版
本
が
各
図
に

二
首
掲
載
す
る
こ
と
に
倣
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
書
体
も
定
家
様
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
歌
書
風
を
装
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意

さ
れ
る
。

　
「
こ
ゝ
ろ
を
お
こ
す
」「
い
ゑ
を
い
づ
る
」
の
二
章
は
月
坡
が
新
た
に
附
し
た
章
で
あ
る
。「
こ
ゝ
ろ
を
お
こ
す
」
に
お
い
て
、「
む
か
し

お
う
ふ
ミ
の
国
に
、
も
の
つ
く
れ
る
人
の
い
と
ま
づ
し
げ
な
る
が
、
子
ひ
と
り
も
ち
侍
き
。
と
き
は
む
つ
き
の
は
じ
め
つ
か
た
、
春
と
は

い
へ
ど
な
を
さ
む
け
く
…
…
」
と
書
き
始
め
ら
れ
、
場
を
近
江
国
、
貧
農
の
父
と
そ
の
子
、
季
節
は
睦
月
に
設
定
さ
れ
る
。
場
を
近
江

国
と
す
る
の
は
月
坡
の
生
地
で
あ
り
、
本
書
執
筆
時
比
良
山
下
に
庵
住
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
に
、
父
一
人
で
さ
へ
生
計

一
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と
き
は
む
つ
き
の
は
じ
め
つ
か
た
、
春
と
は
い
へ
ど
な
を
さ
む
け
く
、
お
り

か
け
が
き
の
梅
の
華
も
、
ゆ
き
い
た
ふ
つ
も
り
て
、
こ
の
め
わ
か
草
な
ど
も

め
ぐ
み
あ
へ
ず
、
空
ほ
の
か
す
ミ
た
る
に
、
う
ぐ
ひ
す
も
い
ま
だ
な
か
ず
。

い
に
し
年
の
ち
か
き
ゆ
へ
に
や
な
ど
お
も
ひ
つ
ゞ
け
て
、
す
み
わ
び
た
る
あ

や
し
の
竹
の
あ
ミ
戸
の
ひ
ま
あ
ら
は
な
る
が
、
も
り
く
る
月
も
さ
む
し
ろ
に

い
も
ね
て
、
お
や
子
う
ち
む
か
ひ
ゐ
け
る
。

　
　

あ
ぢ
き
な
く
う
き
わ
が
や
ど
の
花
に
め
で
ゝ

　
　
　
　
い
く
と
し
は
る
を
過
し
き
ぬ
ら
む

　
　

あ
だ
し
身
を
お
し
と
も
い
ま
は
お
も
ほ
え
ず

　
　
　
　

う
き
た
つ
は
る
の
こ
ゝ
ろ
な
ら
ひ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
こ
ゝ
ろ
を
お
こ
す
」）

を
立
て
か
ね
る
の
で
一
頭
の
牛
を
子
に
与
え
野
飼
い
す
る
よ
う
に
い
う
が
、
子
は
牛
の
扱
い
に
馴
れ
て
お
ら
ず
失
っ
て
し
ま
う
、
怒
っ
た

父
は
子
に
牛
を
探
し
出
す
よ
う
に
命
じ
、
子
は
探
し
出
す
こ
と
を
決
心
す
る
。
廓
庵
「
十
牛
図
」
の
第
一
図
「
尋
牛
」
は
「
従
来
不
失
、

何
用
追
尋
…
…
（
従
来
失
せ
ず
、
何
ぞ
追
尋
を
用
ひ
ん
）」
と
あ
り
、
頌・和
韻
と
も
に
牛
を
探
す
動
機
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

月
坡
は
当
該
図
を
新
た
に
散
文
化
す
る
に
あ
た
り
、
主
人
公
を
貧
農
の
子
と
し
、
生
活
の
た
め
に
父
か
ら
与
え
ら
れ
た
牛
を
馴
れ
ぬ
業

の
た
め
失
っ
て
し
ま
い
、
父
の
叱
責
に
従
い
探
し
求
め
る
決
意
を
記
す
こ
と
は
、
人
と
牛
の
関
係
を
具
体
的
に
作
り
出
そ
う
と
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
二
章
「
い
ゑ
を
い
づ
る
」
は
父
の
教
え
に
従
い
我
が
家
を
出
る
場
面
だ
が
、
最
後
に
見
送
る
父
と
見
送
ら
れ

る
父
子
の
会
話
が
あ
る
も
の
の
、
大
方
は
季
節
描
写
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。「
こ
ゝ
ろ
を
お
こ
す
」「
い
ゑ
を
い
づ
る
」
の
季
節
描
写
と
和

歌
を
掲
出
す
る
。

一
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は
や
き
さ
ら
ぎ
も
な
か
ば
す
ぎ
て
、小
田
か
へ
す
べ
き
と
き
い
た
り
ぬ
。か
た

〴
〵
水
ま
か
す
る
に
、
か
は
づ
も
な
き
、
こ
て
ふ
、
こ
と
り
な
ど
の
さ
へ
づ

り
ま
ふ
も
お
か
し
。
か
き
ほ
の
む
め
う
つ
ろ
ひ
な
が
ら
ち
り
の
こ
り
た
る
、

ま
た
の
と
し
な
ら
で
は
な
ど
お
も
ひ
つ
ゞ
く
れ
ば
、
か
た
へ
に
さ
く
ら
の
は

つ
花
と
こ
ろ
〴
〵
わ
ざ
と
な
ら
ぬ
庭
の
さ
ま
、
す
べ
て
ミ
す
て
が
た
く
、
す

ミ
な
れ
た
る
草
の
の
き
ば
、
い
か
で
た
ち
い
で
む
と
、

　
　
い
か
に
せ
む
ち
り
の
こ
り
た
る
の
き
の
む
め
の

　
　
　

華
ば
か
り
さ
へ
す
て
が
た
き
世
を

　
　

人
の
ミ
か
春
は
わ
か
れ
の
い
と
ゞ
う
し

　
　
　
い
か
に
ミ
す
て
む
の
き
の
は
つ
花　
　
　
　
（「
い
ゑ
を
い
づ
る
」）

　
「
こ
ゝ
ろ
を
お
こ
す
」
は
早
春
の
景
物
の
梅
が
出
て
く
る
も
の
の
、
ま
だ
春
に
な
り
き
ら
な
い
情
景
を
記
し
、「
あ
ぢ
き
な
く
」
歌
は

辛
い
我
が
家
で
は
あ
っ
た
が
梅
の
花
を
賞
美
し
幾
く
春
を
過
ご
し
て
き
た
の
か
、
と
詠
み
、「
あ
だ
し
身
を
」
歌
で
は
春
を
迎
え
た
喜
び

の
た
め
は
か
な
い
は
ず
の
我
が
身
も
今
は
そ
う
と
は
思
う
こ
と
は
な
い
、
と
詠
む
。「
い
ゑ
を
い
づ
る
」
は
二
月
、
仲
春
の
情
景
を
文
章

で
描
き
、「
い
か
に
せ
む
」
歌
は
散
り
残
っ
て
い
る
梅
の
花
だ
け
で
も
見
捨
て
が
た
い
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の
世
を
捨
て
ら
れ
よ
う
か
、

と
今
ま
で
の
生
活
へ
の
未
練
の
心
中
を
詠
み
、「
人
の
ミ
か
」
歌
で
は
梅
の
花
に
託
し
家
と
の
別
れ
を
詠
む
。
早
春
・
仲
春
の
光
景
・
景

物
を
文
章
で
記
し
、
歌
に
お
い
て
人
物
の
心
境
が
そ
の
景
物
に
託
し
表
現
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
あ
ぢ
き
な
く
」「
あ
だ
し
身
」
の
歌
は

梅
の
花
を
愛
し
、
春
の
陽
気
に
励
ま
さ
れ
る
と
い
う
風
流
心
に
よ
っ
て
こ
の
物
語
が
展
開
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
「
こ
ゝ
ろ
を

お
こ
す
」
は
〝
発
心
〟、「
い
ゑ
を
い
づ
る
」
は
文
字
通
り
〝
出
家
〟
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書
の
主
意
は
第
三
章
「
う
し

一
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を
た
づ
ぬ
る
」
以
降
に
あ
る
が
、
当
該
二
章
は
導
入
部
に
あ
た
る
章
と
言
え
、
牛
を
得
た
理
由
、
そ
れ
を
失
い
探
し
求
め
る
事
情
が
開

陳
さ
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
廓
庵
「
十
牛
図
」
で
は
突
如
牧
人
が
牛
を
探
し
求
め
る
図
か
ら
始
ま
る
が
、
月
坡
は
十
牛
図
を

散
文
化
す
る
に
あ
た
り
二
章
を
新
た
に
追
加
し
、
当
該
図
に
は
な
か
っ
た
、
物
語
の
発
端
の
具
体
的
な
場
、
人
物
の
環
境
、
牛
を
探
す

動
機
を
創
作
す
る
。

　
「
う
し
を
た
づ
ぬ
る
」
以
降
の
各
章
は
当
該
月
の
季
節
描
写
と
主
人
公
の
姿
・
心
境
が
描
か
れ
て
お
り
、
各
章
廓
庵
「
十
牛
図
」
の

「
尋
牛
」
以
下
に
当
た
る
。
各
章
の
文
章
と
和
歌
を
抄
出
す
る
形
式
で
見
た
い
が
、「
う
し
を
た
づ
ぬ
る
」
は
全
文
を
掲
出
し
て
お
き
た

い
。

す
ミ
な
れ
し
あ
や
し
の
竹
の
あ
ミ
戸
を
い
で
ゝ
、と
き
し
も
や
よ
ひ
ば
か
り
、

い
と
め
な
れ
ぬ
山
ざ
と
な
ど
、
こ
な
た
か
な
た
ま
ど
ひ
あ
り
き
ぬ
れ
ど
、
ミ

し
れ
る
人
も
な
く
、
あ
し
に
ま
か
せ
て
ゆ
く
に
、
や
ゝ
春
ふ
か
く
か
す
ミ
わ

た
り
、花
も
や
う
〳
〵
さ
か
り
を
え
て
、え
む
な
る
空
見
す
ぐ
し
が
た
き
を
、

け
ふ
ミ
ず
は
な
ど
、お
も
ひ
つ
ゞ
け
て
ゆ
く
に
、わ
か
葉
の
木
か
げ
に
ふ
ぢ
、

や
ま
ぶ
き
の
さ
と
か
ほ
り
て
、
き
よ
ら
に
さ
き
ミ
だ
れ
た
る
、
こ
ゝ
ろ
よ
か

ら
ぬ
か
は
。
つ
ば
な
ま
じ
り
の
す
ミ
れ
を
ひ
わ
た
り
た
る
さ
ま
、
ミ
ち
の
べ

お
ぼ
つ
か
な
か
く
も
、
う
し
の
ゆ
く
ゑ
と
め
た
ど
る
、
め
も
く
れ
こ
ゝ
ろ
も

く
れ
ぬ
。
い
ざ
や
、
か
ば
か
り
ゆ
き
か
た
な
か
ら
む
と
、
は
た
こ
え
、
谷
こ

え
あ
さ
れ
ど
も
、
つ
や
〳
〵
も
の
も
見
え
ず
。
い
か
ば
か
り
こ
ゝ
ろ
の
う
ち

く
る
し
か
り
け
む
。

一
二
二

（うしをたづぬる・11オ）



　
お
ぼ
つ
か
な
な
に
を
し
る
べ
に
は
る
の
や
ま

　
　
の
が
ひ
の
う
し
の
あ
と
を
と
む
ら
む

　
こ
ゝ
ろ
う
し
た
づ
ぬ
る
か
ひ
も
な
き
も
の
を

　
　
さ
く
ら
が
り
と
や
人
の
ミ
る
ら
む

ま
ず
当
該
月
の
景
物
を
描
写
し
、
人
物
の
姿・心
境
が
作
者
の
視
点
で
述
べ
ら
れ
る
。
当
該
章
は
三
月
に
配
当
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
や
ゝ

春
ふ
か
く
か
す
ミ
わ
た
り
、
…
…
」
と
深
ま
る
春
の
光
景
を
記
し
、
同
時
に
晩
春
の
景
物
で
あ
る
「
ふ
ぢ
（
藤
）」「
や
ま
ぶ
き
（
山
吹
）」

を
織
り
込
ん
で
い
る
。
最
後
に
あ
て
ど
な
く
彷
徨
う
人
物
の
心
境
を
描
き
、
二
首
の
歌
が
章
を
締
め
く
く
る
形
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
一

首
目
の
措
辞・歌
意
は
文
中
の
「
ミ
ち
の
べ
お
ぼ
つ
か
な
か
く
も
、う
し
の
ゆ
く
ゑ
と
め
た
ど
る
、め
も
く
れ
こ
ゝ
ろ
も
く
れ
ぬ
。
い
ざ
や
、

か
ば
か
り
ゆ
き
か
た
な
か
ら
む
と
」
と
相
通
し
、
二
首
目
は
牛
と
憂
し
を
言
い
掛
け
る
が
、「
は
た
こ
え
、
谷
こ
え
あ
さ
れ
ど
も
、
つ
や

〳
〵
も
の
も
見
え
ず
。
い
か
ば
か
り
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
く
る
し
か
り
け
む
。」
と
通
じ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
各
章
、
当
月
の
季
節
の
光
景
・
景
物
、
人
物
の
心
境
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
最
後
に
二
首
の
歌
に
お
い
て
文
章
と
相
通

す
る
歌
を
示
す
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
進
行
し
て
い
る
。
次
に
先
行
歌
と
の
関
係
や
注
意
を
要
す
る
歌
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
最

初
に
「
あ
と
を
み
る
」
の
一
首
つ
い
て
見
る
。

　
　

あ
と
は
あ
れ
ど
な
を
ゆ
く
す
ゑ
の
し
ら
ま
ほ
し

　
　
　
や
ま
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ミ
ち
し
る
べ
せ
よ

廓
庵
「
十
牛
図
」
で
は
「
見
跡
」（
第
二
図
）
に
当
た
る
が
、
牛
の
行
方
を
郭
公
に
尋
ね
る
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
郭
公
に
道
し
る
べ
を

乞
う
趣
向
の
歌
は
古
歌
に
存
す
る
。

　
　
　
　

夏

一
二
三



　
　
さ
月
く
る
道
も
し
ら
ね
ど
郭
公
な
く
声
の
み
ぞ
し
る
べ
な
り
け
る
（
貫
之
集
・
二
五
六
）

　
　
　
　

中
納
言
行
平
家
歌
合
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
み
び
と
し
ら
ず

　
　

す
む
さ
と
は
し
の
ぶ
の
も
り
の
ほ
と
と
ぎ
す
こ
の
し
た
ご
ゑ
ぞ
し
る
べ
な
り
け
る
（
新
勅
撰
集
・
夏
歌
・
一
四
四
）

　
　
　
　

郭
公
何
方

　
　

踏
み
ま
よ
ひ
し
ら
ぬ
山
路
の
時
鳥
里
の
し
る
べ
か
声
の
行
方
（
称
名
院
集
・
四
五
〇
）

ま
た
慈
円
に
は
、

　
　
　
　

郭
公

　
　

も
ろ
と
も
に
か
た
ら
ひ
お
き
て
郭
公
し
で
の
山
路
の
し
る
べ
に
も
せ
ん
（
拾
玉
集
・
二
〇
）

と
、〝
死
出
の
田
長
〟
の
別
名
も
持
つ
郭
公
に
死
後
の
道
案
内
を
乞
う
た
歌
も
あ
る
。
当
該
章
の
文
中
に
「
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
の
一
声
お
ち

く
る
け
し
き
ば
か
り
に
て
、
い
づ
ち
と
も
な
く
ゆ
き
が
た
し
ら
ず
な
り
に
た
り
。」
と
あ
り
道
を
失
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
歌
で
は
「
山

ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
に
標
を
乞
う
て
い
る
。

　
　
　
か
た
ち
の
ミ
見
て
や
ゝ
ミ
な
む
さ
な
へ
と
る

　
　
　
　

山
田
の
は
ら
に
あ
が
き
す
る
か
な

左
記
は
「
う
し
を
見
る
」（
廓
庵
十
牛
図
―
「
見
牛
」）
の
二
首
目
で
あ
り
、
第
一・二
句
の
措
辞
は
、

　
　
よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
か
づ
ら
き
や
た
か
ま
の
山
の
嶺
の
し
ら
雲
（
新
古
今
集
・
恋
歌
一
・
読
人
し
ら
ず
・
九
九
〇
）

の
第
一・二
句
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
文
中
で
は
「
か
た
へ
の
お
か
は
る
か
な
る
ほ
ど
に
、お
ど
ろ
〳
〵
し
く
も
は
ふ
る
な
る
、（
中
略
）
こ
ゝ

ろ
も
と
き
め
き
い
き
も
つ
き
あ
へ
ず
、
は
し
り
つ
お
も
へ
ば
、
お
そ
れ
て
に
げ
な
む
も
の
を
と
、
ら
う
が
は
し
か
ら
ぬ
や
う
に
し
づ
〳
〵

あ
ゆ
み
け
る
。」
と
、
牛
を
見
と
め
逸
る
心
を
抑
え
な
が
ら
牛
に
近
づ
く
心
境
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
う
一
首
先
行
歌
と
の
関
係
を
「
う

一
二
四



一
二
五

し
人
友
に
わ
す
る
ゝ
」（
廓
庵
十
牛
図
―
人
牛
倶
忘
）
か
ら
一
首
目
を
見
た
い
。

　
　
は
れ
も
せ
ず
く
も
り
や
ら
ず
は
つ
か
あ
ま
り

　
　
　

見
る
人
も
な
き
ふ
ゆ
の
よ
の
月

　
一
見
し
て
大
江
千
里
の
「
て
り
も
せ
ず
く
も
り
も
は
て
ぬ
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
月
夜
に
し
く
物
ぞ
な
き
」（
千
里
集
・
不
明
不
暗
朧
朧
月
・

七
二
）
の
第
一・二
句
が
思
い
起
さ
れ
る
。
但
し
、
同
じ
月
を
詠
む
に
も
本
書
は
誰
も
賞
美
し
な
い
冬
の
月
、
千
里
は
春
の
朧
月
を
主
題

に
し
て
お
り
そ
の
点
は
相
違
す
る
が
、
こ
の
一
首
は
千
里
歌
を
念
頭
に
置
き
詠
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
文
中
に
は
「
ミ
や
こ
の

か
た
に
初
ゆ
き
な
ど
い
ひ
て
、
も
て
き
や
う
ず
る
人
も
あ
な
れ
ど
、
月
さ
へ
は
れ
く
も
り
て
、
千
ど
り
の
か
よ
ふ
ミ
ち
す
ら
た
ふ
る
ば

か
り
な
り
。」
と
あ
る
（
雪
と
千
鳥
は
二
首
目
に
詠
ま
れ
る
）。

　

次
に「
う
し
を
う
る
」（
廓
庵
十
牛
図
―
第
八
図
「
得
牛
」）
を
見
た
い
が
、
い

よ
い
よ
牛
を
捕
ら
え
飼
い
馴
ら
す
章
で
あ
る
。
湯
浅
氏
は
本
書
の
挿
絵
に
つ
い
て

『
新
刻
禅
宗
十
牛
図
』
の
「
未
牧
」（
普
明
「
牧
牛
図
」
の
第
一
図
）
の
図
と
同
様

で
あ
り
、
本
書
が
普
明
の
「
牧
牛
図
」の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と

指
摘
す
る）

（（
（

。円
相
の
後
方
に
繫
が
れ
た
牛
、
前
方
に
そ
れ
を
調
教
す
る
人
物
、
右

上
に
雷
雲
と
雷
光
が
描
か
れ
て
お
り
、こ
れ
は
廓
庵
の
「
得
牛
」
の
図
に
は
な
く
、

湯
浅
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
で
あ
る
。文
中
に
は「
雷
」に
関
す
る
言
は
見
え
な
い
が
、

一
首
目
の
歌
に
、

　
　
と
ら
へ
ぬ
る
う
し
の
こ
ゝ
ろ
は
か
ミ
な
り
て

　
　
　
ゆ
ふ
だ
つ
そ
ら
の
け
し
き
と
ぞ
お
も
ふ

（うしをうる・17オ）



一
二
六

と
あ
り
、「
か
ミ
な
り
（
神
鳴
り
）」
て
と
詠
み
こ
ま
れ
、『
新
刻
禅
宗
十
牛
図
』
の
挿
絵
を
も
と
に
当
該
歌
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
当
該

章
の
趣
意
は
廓
庵
の
「
十
牛
図
」
に
よ
り
な
が
ら
、
挿
絵
に
関
し
て
は
『
新
刻
禅
宗
十
牛
図
』
の
影
響
を
受
け
、
詞
と
し
て
は
一
首
目

の
歌
に
挿
絵
の
「
雷
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
当
該
章
の
挿
絵
・
和
歌
一
首
は
普
明
「
牧
牛
図
」
に
拠
る
と
い
う
本
書
中
に
お
い
て
特
異

な
章
で
あ
る
。

　

廓
庵
「
十
牛
図
」
の
第
九
図
「
返
本
還
源
」
は
本
書
で
は
第
十
一
章
「
家
に
か
へ
る
」
に
あ
た
る
が
、
廓
庵
の
そ
れ
は
万
物
の
根
源

に
返
る
こ
と
を
表
し
た
大
悟
の
境
地
で
あ
り
、
序
・
頌
、
和
韻
と
も
に
そ
の
境
地
が
詠
ぜ
ら
れ
る
（
挿
絵
は
円
相
に
空
白
）。
本
書
で
は

宗
教
的
境
地
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
ず
、
誰
も
い
な
い
故
宅
の
荒
れ
果
て
た
様
子
を
記
し
、「
や
り
水
の
こ
ほ
り
に
お
ち
ば
の
か
た
よ
り
と

ぢ
て
、
し
づ
く
の
を
と
な
ひ
も
た
ふ
る
こ
そ
、
見
る
め
も
わ
び
し
。
か
べ
あ
ら
は
に
、
さ
む
き
あ
ら
し
の
う
ち
ふ
ゞ
き
た
る
な
ら
で
は
、

こ
と
ゝ
ひ
か
は
す
人
だ
に
な
く
て
、
中
〳
〵
あ
ら
る
べ
し
と
も
お
も
ほ
え
ず
。」
と
冬
十
一
月
の
情
景
を
記
し
、
そ
の
後
に
、

い
ま
め
し
か
ら
ぬ
庵
の
を
ざ
ゝ
、
松
の
い
ろ
む
か
し
に
か
は
り
（
た
る
さ
ま
も
）
見
え
ず
。
す
べ
て
な
に
と
な
く
す
ミ
な
し
て
、
わ

ざ
と
な
ら
ぬ
こ
そ
み
ど
こ
ろ
お
ほ
け
れ
。

　
　
　
　
い
た
づ
ら
に
あ
ら
れ
ふ
る
也
わ
が
い
ほ
の

　
　
　
　
　

庭
の
を
ざ
ゝ
の
い
ろ
は
か
は
ら
で

　
　
　
　
そ
め
ね
ど
も
を
の
が
い
ろ
〳
〵
を
の
づ
か
ら

　
　
　
　
　
ゆ
き
は
ま
し
ろ
に
ま
つ
は
ミ
ど
り
に

と
い
う
文
章
と
和
歌
で
結
ぶ
。
二
首
目
の
「
そ
め
ね
ど
も
」
歌
に
つ
い
て
は
、
版
本
掲
載
歌
の
「
染
ね
ど
も
山
ハ
ミ
ど
り
に
な
り
に
け

り
を
の
が
い
ろ
〳
〵
花
も
な
き
な
り
」
の
上
句
の
措
辞
・
と
趣
向
が
相
通
す
る
。
廓
庵
の
頌
は
「
庵
中
不
見
庵
前
物　

水
自
茫
茫
花
自

紅
（
庵
中
に
は
庵
前
の
物
を
見
ず
、
水
は
自
ら
茫
茫
花
は
自
ら
紅
な
り
）」
と
あ
り
、
版
本
掲
載
歌
「
花
も
な
き
な
り
」
と
相
反
す
る
。



一
二
七

本
書
で
は
当
該
章
が
十
一
月
に
配
当
さ
れ
る
た
め
「
花
」
は
詠
ま
れ
な
い
も
の
の
、
雪
の
白
さ
と
松
の
緑
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
雪
と

松
の
取
り
合
わ
せ
は
和
歌
・
画
題
に
好
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
た
構
図
で
詠
ま
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
第
十
二
章
「
い
ち
く
ら
に
い
る
」
を
見
た
い
。
廓
庵
「
十
牛
図
」
で
は
第
十
図
「
入
鄽
垂
手
」
に
あ
た
る
。
大
悟
し
た
後
市

井
に
出
、
衆
生
を
教
化
す
る
場
面
で
あ
る
。
五
山
版
及
び
近
世
期
の
版
本
も
布
袋
に
似
た
人
物
が
青
年
と
対
面
し
て
い
る
挿
絵
が
描
か

れ
、
一
方
本
書
で
は
童
心
に
返
っ
た
老
人
が
団
扇
を
持
ち
子
供
三
人
と
戯
れ
て
い
る
姿
で
描
か
れ
る
。

（
上
略
）
む
ね
あ
ら
は
に
か
た
ぬ
き
は
だ
し
、つ
る
は
ぎ
、
ふ
く
べ
な
ど
こ

し
に
つ
け
ほ
ゝ
え
ミ
た
て
る
を
、
い
ち
人
子
ど
も
な
ど
の
わ
ら
ひ
あ
へ
る
も

お
か
し
。
た
な
に
よ
り
ゐ
て
、
す
ゞ
ろ
に
と
あ
り
か
ゝ
り
と
、
も
の
う
ち
い

ひ
つ
（
ゝ
子
ど
）
も
ど
ち
、
を
ど
り
も
て
ゆ
く
ミ
ち
す
が
ら
う
た
ひ
け
る
。

　
ふ
れ
〳
〵
こ
ゆ
き
た
む
ば
の
こ
ゆ
き
、

　
い
た
い
ど
の
と
ゐ
ど
の
、
と
ゐ
ど
の
、
と
ゐ
が
む
す
め
、
か
ぢ
は
ら
、

　
て
ふ
ち
〳
〵
、
あ
は
〳
〵
、
か
ぶ
り
〳
〵
、
し
ほ
の
め
、
あ
い
や
の
、

　
ほ
ろ
〳
〵

　

春
ち
か
き
と
し
の
く
れ
な
り
お
も
し
ろ
し

　
　

を
ど
れ
や
を
ど
れ
を
ど
れ
う
な
ゐ
ご

　
わ
が
年
の
お
ひ
に
け
る
か
な
い
く
つ
ね
て

　
　
は
る
に
な
る
ぞ
と
人
に
と
ふ
ま
で

　

道
す
が
ら
子
供
と
歌
い
戯
れ
る
様
を
記
し
、
二
首
の
和
歌
の
前
に
童
謡
め
い
た
詞
章
が
置
か
れ
て
い
る
。「
春
ち
か
き
」
歌
は
文
中
の （いちくらに入・27オ）



一
二
八

子
供
と
の
戯
れ
を
詠
み
、「
わ
が
年
の
」歌
は
正
月
を
待
ち
わ
び
る
童
心
を
詠
じ
て
い
る
。
柴
山
氏
が「
痴
聖
の
遊
戯
」を「
童
心
の
遊
戯
」

で
示
し
て
い
る
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る）

（1
（

。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
歌
の
前
の
童
謡
め
い
た
詞
章
で
あ
る
。「
ふ
れ
〳
〵
こ
ゆ
き
た
む

ば
の
こ
ゆ
き
」
は
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
幼
童
の
鳥
羽
天
皇
が
口
遊
ん
だ
詞
と
し
て
「
降
れ
、
降
れ
、
こ
雪
」
の
詞
が
見
え
、『
徒
然
草
』

第
一
八
一
段
に
は
「『
ふ
れ
ふ
れ
こ
ゆ
き
、
た
ん
ば
の
こ
ゆ
き
』
と
い
ふ
事
、
米
舂
き
ふ
る
ひ
に
似
た
れ
ば
、
粉
雪
と
い
ふ
」
と
あ
っ
て
、

た
ま
れ
粉
雪
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
「
た
ん
ば
の
」
と
誤
り
、「
垣
や
木
の
股
に
」
と
謡
う
べ
き
だ
と
あ
る
物
知
り
の
説
を
紹
介
し
、「
鳥

羽
院
幼
く
お
は
し
ま
し
て
、
雪
の
降
る
に
、
か
く
仰
せ
ら
れ
け
る
よ
し
、
讃
岐
典
侍
が
日
記
に
書
き
た
り
」
と
あ
る）

（1
（

。『
讃
岐
典
侍
日
記
』

が
記
し
『
徒
然
草
』
が
考
証
す
る
よ
く
知
ら
れ
た
古
代
童
謡
で
あ
る
が
、『
徒
然
草
』
は
慶
長
年
間
に
古
活
字
本
が
開
版
さ
れ
、
元
和
・

寛
永
年
間
に
は
整
版
本
が
上
梓
さ
れ
て
お
り
、
近
世
初
期
か
ら
広
く
読
ま
れ
て
い
る
。
当
時
の
一
般
読
者
に
愛
読
さ
れ
た
『
徒
然
草
』

掲
載
の
鳥
羽
天
皇
ゆ
か
り
の
詞
を
掲
げ
る
こ
と
で
、読
者
に
童
心
に
戻
っ
た
人
物
の
心
境
を
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

次
の
「
い
た
い
ど
の
～
か
じ
は
ら
」
の
言
葉
は
林
羅
山
の
徒
然
草
の
注
釈
書
『
野
槌
』（
元
和
七
年
成
立
）
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
前
記

第
一
八
一
段
の
俗
謡
の
例
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
、
頼
朝
の
政
治
を
諷
刺
し
た
も
の
と
し
て
、

橋
の
下
の
菖
蒲
は
、
折
ど
も
お
ら
れ
ず
、
か
れ
ど
も
か
ら
れ
ず
、
伊
東
殿
、
土
肥
殿
、
土
肥
が
む
す
め
、
梶
原
源
八
、
介
殿
、
の

け
太
郎

と
い
う
俗
謡
を
掲
げ
る）

（1
（

。
羅
山
は
菖
蒲
を
範
頼
に
た
と
え
そ
の
無
用
を
諷
刺
し
、「
伊
東
殿
」
以
下
は
当
時
の
有
力
武
士
を
頼
朝
が
丁

重
に
待
遇
し
た
こ
と
を
指
す
と
す
る
。『
野
槌
』
は
慶
安
年
間
に
刊
行
さ
れ
以
後
版
を
重
ね
て
お
り
、
徒
然
草
の
注
釈
書
と
し
て
馴
染

み
深
い
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
種
の
童
謡
は
『
徒
然
草
』
と
そ
の
注
釈
書
『
野
槌
』
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
並
列
さ
せ
、
童

心
に
戻
っ
た
心
境
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

次
の
「
て
ふ
ち
〳
〵
」
以
下
は
幼
児
語
を
な
ら
べ
て
お
り
、「
て
ふ
ち
」
は
両
手
を
打
ち
合
わ
せ
子
供
を
あ
や
す
こ
と
、「
あ
は
〳
〵
」



は
軽
く
あ
け
た
自
分
の
口
を
手
の
ひ
ら
で
た
た
く
し
ぐ
さ
、「
か
ぶ
り
」は
幼
児
が
頭
を
左
右
に
振
る
こ
と
で
あ
る
。
歌
謡
集『
松
の
落
葉
』

「
祭
文
」（
巻
第
三・十
三
）
に
「
此
の
時
に
至
り
て
地
蔵
菩
薩
の
御
守
り
、
寵
愛
こ
と
に
浅
か
ら
ず
、
ち
や
う
ち
〳
〵
あ
わ
ゝ
、
か
ぶ
り

〳
〵
し
ほ
の
目
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
の
歌
謡
の
文
句
を
引
用
し
て
い
る）

（1
（

。「
あ
い
や
の
、
ほ
ろ
〳
〵
」
の
「
あ
い
や
」
は
足
や
歩
行

の
幼
児
語
で
あ
り
、「
ほ
ろ
ほ
ろ
」
は
の
ん
び
り
歩
く
さ
ま
を
言
う
語
で
あ
る
、
紀
海
音
の
浄
瑠
璃
『
三
井
寺
開
帳
』
に
「
取
だ
ち
を
な

さ
る
れ
ば
ど
う
ぞ
あ
る
か
し
ま
し
と
ふ
て
ざ
う
り
わ
ら
ん
づ
作
り
つ
ゝ
、
手
を
引
き
あ
い
や
の
ぼ
ら
〴
〵
や
」
と
あ
る）

（1
（

。
こ
こ
は
歌
謡
・

浄
瑠
璃
中
の
幼
児
語
を
用
い
人
物
の
童
心
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
、
全
章
に
は
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、
本
書
の
構
成
、
文
章
・
和
歌
と
の
関
係
、
最
後
に
童
謡
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
仮

名
草
子
の
中
に
は
季
節
の
景
物
を
縷
々
と
述
べ
、
あ
る
事
柄
を
言
い
表
そ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、『
小
倉
物
語
』（
寛
文
元

年
刊
）
は
猪
名
野
篠
之
丞
と
初
花
の
恋
愛
・
出
家
往
生
譚
で
あ
る
が
、
上
巻
冒
頭
に
篠
之
丞
の
邸
宅
を
四
季
の
推
移
に
よ
っ
て
表
現
し
、

そ
の
王
朝
風
の
雅
や
か
な
あ
り
よ
う
が
記
さ
れ
て
い
る
。
物
語
の
筋
に
は
直
接
関
係
し
な
い
も
の
の
、
登
場
人
物
の
環
境
や
当
該
書
が

志
向
す
る
美
的
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。『
月
見
の
友
』（
元
禄
十
六
年
刊
）
は
物
語
の
要
素
が
な
い
教
訓
書
だ
が
、
物
質
よ
り
も

花
・
紅
葉
を
愛
で
る
心
を
貴
し
と
し
、
人
生
の
年
代
を
四
季
の
推
移
に
擬
え
た
一
文
も
あ
る
。
本
書
は
一
年
十
二
ヶ
月
の
季
節
の
推
移
に

合
わ
せ
廓
庵
「
十
牛
図
」
の
趣
意
を
説
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
禅
語
を
用
い
ず
、
各
月
の
景
物
を
描
写
す
る
こ
と
を
主
と
し
て
一

連
の
物
語
が
進
展
す
る
。
末
に
二
首
の
和
歌
を
詠
じ
る
こ
と
で
文
章
の
趣
意
と
人
物
の
心
境
を
表
し
て
い
る
。
仏
教
・
儒
教
の
要
諦
を

平
易
に
説
い
た
も
の
、
仏
教
教
理
を
基
盤
に
置
い
た
仮
名
草
子
も
あ
る
が
、
禅
宗
の
一
書
で
あ
る
廓
庵
「
十
牛
図
」
を
基
に
し
な
が
ら
、

全
く
別
趣
向
の
も
の
に
仕
立
て
、
そ
の
趣
意
を
一
年
十
二
ヶ
月
に
配
し
た
と
こ
ろ
に
本
書
の
特
色
が
あ
る
。
寛
永
六
年
版
本
に
は
各
図

に
二
首
の
和
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、「
十
牛
図
」
の
趣
意
を
全
て
和
文
・
和
歌
で
表
す
と
い
う
完
全
に
和
風
化
し
た
点
も
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。

一
二
九



　

最
後
に
月
坡
の
詩
歌
と
本
書
の
内
容
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
月
坡
は
本
書
執
筆
時
の
寛
文
八
年
、
関
山
（
逢
坂
山
）

琵
琶
苑
に
庵
居
し
て
お
り
、
山
水
を
友
と
し
て
生
活
を
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
の
折
の
詩
が
『
菴
居
全
集
』（
寛
文
十
二
年
刊
）

に
「
関
山
琵
琶
苑
居
」
と
題
し
た
十
首
の
連
作
が
あ
る
。「
其
二
」
を
一
首
掲
出
し
て
お
き
た
い
。

　
　

悠
然
終
日
對
關
山　
　

悠
然
と
し
て
終
日
関
山
に
対
す

　
　

不
要
安
心
心
自
安　
　

安
心
を
要
せ
ざ
れ
ど
も
心
自
ら
安
じ

　
　

禪
板
蒲
團
總
拈
却　
　

禪
板
蒲
団
総
て
拈
却
し
て

　
　

和
風
搭
在
竹
欄
干　
　
風
に
和
し
て
搭
在
す
竹
欄
干）

（1
（

山
に
抱
か
れ
自
安
し
て
修
行
す
る
心
境
を
吐
露
す
る
。
こ
う
し
た
折
に
執
筆
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
っ
た
。
本
書
は
四
季
の
推
移
・
景

物
を
軸
に
し
て
展
開
す
る
が
、
そ
こ
に
は
月
坡
の
隠
棲
し
た
地
の
光
景
も
投
影
さ
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
後
年
、
水
戸
を
去
る
折
、
人
々

と
の
別
れ
の
際
に
詠
ま
れ
た
詩
が
あ
る
。

　
　

尋
花
追
月
是
生
涯　
　

花
を
尋
ね
月
を
追
う
是
れ
生
涯

　
　

水
廓
山
村
不
問
家　
　

水
廓
山
村　

家
を
問
は
ず

　
　

莫
怪
閑
僧
老
多
事　
　

怪
し
む
こ
と
莫
れ　

閑
僧
老
ひ
て
多
事
な
る
こ
と
を

　
　

擧
頭
今
日
亦
西
斜　
　

頭
を
挙
す
れ
ば　

今
日
も
亦
た
西
斜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
手
ご
と
の
花）

（1
（

』）

こ
こ
に
は
自
然
の
美
を
愛
し
て
や
ま
な
い
心
持
ち
が
示
さ
れ
て
お
り
、
月
坡
の
詩
人
と
し
て
の
本
領
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
和
歌
を

詠
じ
て
は
、

　
　

住
は
て
ぬ
世
を
し
れ
と
て
や
時
鳥
市
の
か
り
や
に
音
を
つ
く
す
ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同　
　
　

右
）

と
詠
ま
れ
、こ
の
世
が
仮
の
世
で
あ
る
こ
と
を
時
鳥
の
声
に
聞
く
。
前
掲
二
首
の
詩
に
見
ら
れ
た
、山
に
棲
む
境
涯
と
自
然
を
愛
す
る
心
、

一
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仮
世
に
つ
い
て
の
歌
を
掲
げ
た
。『
う
し
か
ひ
草
』
は
月
坡
の
自
然
を
愛
惜
す
る
詩
人
・
歌
人
の
心
を
投
影
し
一
年
の
四
季
を
描
き
、
表

現
と
し
て
は
和
文
体
・
和
歌
と
い
う
和
の
表
現
様
式
で
本
書
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
三
、
蘆
庵
の
版
本
掲
載
歌
に
対
す
る
批
評
と
自
詠

　

蘆
庵
（
一
七
二
三
～
一
八
〇
一
）
は
十
八
世
紀
後
半
の
京
に
お
い
て
、
歌
は
自
己
の
思
い
の
表
出
を
第
一
と
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
歌

人
で
あ
り
、
歌
論
書
に
『
ふ
る
の
中
道
』（
寛
政
二
年
成
立
／
寛
政
十
二
年
刊
）、
家
集
に
『
六
帖
詠
草
』（
文
化
八
年
刊
）『
六
帖
詠
草

拾
遺
』（
嘉
永
二
年
刊
）
が
あ
る
。
蘆
庵
に
は
二
種
の
刊
本
家
集
の
基
に
な
っ
た
自
筆
本
『
六
帖
詠
藻
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
が
存
し
て

お
り
、「
雑
十
一
」
に
寛
永
六
年
版
『
四
部
録
』
の
「
十
牛
図
」
に
掲
載
さ
れ
、
以
後
の
各
版
に
も
掲
載
す
る
各
図
に
附
さ
れ
た
歌
に
つ

い
て
の
批
評
が
あ
り
、
蘆
庵
の
目
か
ら
見
て
歌
意
が
通
ら
な
い
歌
に
は
新
た
に
詠
作
を
試
み
た
記
事
が
あ
る）

（1
（

。
近
世
期
の
歌
人
で
「
十

牛
図
」
版
本
掲
載
歌
を
批
評
す
る
の
は
蘆
庵
が
唯
一
で
あ
り
、
自
詠
も
試
み
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
当
該
記
事
に
は
前
書
が

附
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
光
禅
師
が
歌
に
つ
い
て
通
じ
る
も
の
も
不
審
の
も
の
も
あ
り
、
蘆
庵
に
通
じ
な
い
も
の
は
削
り
、
新

た
に
詠
作
す
る
こ
と
を
乞
う
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
に「
そ
も
〳
〵
我
宗
門
に
唱
る
は
、経
外
別
伝
不
立
文
字
云
々
。
さ
れ
ば
、

第
一
義
底
は
言
句
の
及
ぶ
所
な
ら
ず
。
言
句
は
大
二
義
門
経
説
な
り
。
是
所
謂
月
を
さ
す
指
な
る
べ
し
。」
と
禅
宗
の
教
義
を
記
し
、
こ

の
後
に
、

む
か
し
清
居
禅
師
、
正
法
眼
蔵
を
識
得
さ
せ
ん
が
た
め
、
衆
生
根
機
を
観
、
病
に
応
方
を
あ
た
へ
て
、
画
図
十
牛
を
あ
ら
は
せ
り
。

こ
れ
に
郭
〔
廓
〕庵

遠
和
頌
を
あ
ら
は
し
、
石
鼓
夷
和
を
な
し
て
、
こ
と
〴
〵
備
れ
り
。
又
何
人
か
吾
国
振
歌
を
配
せ
り
。
男
も
じ
の
か

た
き
頌
の
心
を
わ
が
く
に
の
詞
に
や
は
ら
げ
た
る
も
、
老
婆
深
切
の
あ
ま
り
な
る
べ
し
。

一
三
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と
あ
る
。
難
解
な
頌
・
和
韻
に
趣
意
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
歌
を
附
す
の
は
「
老
婆
深
切
」
の
至
り
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
前
記

し
た
光
禅
師
に
依
頼
さ
れ
た
旨
の
言
を
記
し
、
最
後
に
歌
は
神
代
か
ら
伝
わ
る
本
邦
固
有
の
も
の
で
あ
り
、「（
上
略
）
末
世
一
家
に
た

つ
る
相
伝
を
え
て
よ
み
、
極
微
の
茶
香
の
た
ぐ
ひ
と
思
ひ
、
あ
る
は
詞
を
か
ざ
り
て
も
て
あ
そ
ぶ
物
と
思
ひ
、
伝
を
え
ざ
れ
ば
よ
ま
れ

ぬ
も
の
と
思
へ
る
、
こ
と
〴
〵
く
道
を
ふ
み
た
が
へ
た
る
也
。」
と
も
記
す
。
相
伝
を
得
な
け
れ
ば
歌
は
詠
め
ず
、
詞
を
飾
り
翫
ぶ
も
の

と
思
う
の
は
全
く
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
蘆
庵
が
堂
上
の
伝
授
を
否
定
す
る
見
解
に
基
づ
く
も
の
だ
が
、
当
該
記
事
に
事
寄

せ
て
自
身
の
歌
論
も
付
け
加
え
て
い
る
。

　
で
は
「
尋
牛
」
か
ら
見
て
い
く
。

第
一　

尋
牛

た
づ
ね
行
み
山
の
う
し
は
み
え
ず
し
て
た
ゞ
う
つ
せ
み
の
こ
ゑ
の
み
ぞ
す
る

尋
い
る
牛
こ
そ
み
え
ね
夏
山
の
梢
に
せ
み
の
こ
ゑ
ば
か
り
し
て

た
づ
ぬ
る
と
は
、
人
心
六
境
に
対
し
、
心
鏡
く
も
ら
ざ
れ
ば
尋
る
事
は
な
し
。
し
か
は
あ
れ
ど
も
、
色
に
対
し
て
は
色
を
お
ひ
、

声
に
対
し
て
は
声
を
追
ふ
。
是
を
楞
厳
に
も
、
衆
生
迷
悶
し
て
背
レ
覚
合
レ
塵
と
ゝ
き
た
ま
へ
り
。
ち
り
に
合
す
れ
ば
、
心
鏡
た

ち
ま
ち
に
く
も
り
、
く
も
れ
ば
外
物
う
つ
ら
ず
、
本
心
を
う
し
な
ふ
な
り
。
そ
の
う
し
な
ひ
た
る
物
を
う
し
に
た
と
へ
て
よ
め

る
な
り
。
歌
の
心
は
わ
が
た
づ
ぬ
る
う
し
い
ま
だ
み
え
ず
し
て
、せ
み
の
こ
ゑ
ば
か
り
聞
る
よ
し
也
。二
首
と
も
心
同
じ
。
此
ま
ゝ

に
て
聞
ゆ
。
う
つ
せ
み
と
は
か
ら
を
の
こ
し
て
ぬ
け
い
づ
る
も
の
な
れ
ば
、
虚
蟬
と
い
ふ
。
虚
は
む
な
し
と
い
ふ
心
、
う
つ
せ
み

の
む
な
し
き
か
ら
と
い
ひ
、
又
な
く
と
も
い
ふ
せ
み
の
名
と
な
れ
る
也
。

　
二
首
の
歌
に
つ
い
て
は
歌
意
が
通
じ
る
と
す
る
。『
首
楞
厳
三
昧
経
』
の
言
句
を
引
く
が
、
駿
陽
山
人
も
「
背
覚　

楞
厳
四
ニ
曰
「
衆

生
迷
悶
シ
テ
覚
ニ
背
キ
塵
ニ
合
故
ニ
塵
労
ヲ
発
シ
テ
世
間
ノ
相
ニ
有
ル
」（
原
漢
文
）（『
首
書
四
部
録
』）
と
同
経
を
引
用
し）
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種
も
牛
を
尋
ね
る
こ
と
を
「
此
牛
ハ
人
々
具
足
ヂ
ヤ
ホ
ド
ニ
元
来
失
ス
ル
ト
云
コ
ト
モ
ナ
イ
ゾ
、
ホ
ド
ニ
追
尋
テ
何
ニ
セ
フ
ゾ
。
上
ニ
云

如
ク
ナ
レ
ド
モ
覚
ニ
背
ク
ニ
ヨ
ツ
テ
牛
ト
踈
ニ
ナ
リ
塵
埃
ニ
埋
ル
ヽ
ニ
依
テ
牛
ヲ
失
ル
ゾ
。」（『
四
部
録
抄
』）
と
す
る）

1（
（

。
経
典
の
引
用
、

当
該
図
の
趣
意
も
近
世
前
期
の
「
十
牛
図
」
の
注
釈
書
と
同
一
で
あ
り
、
蘆
庵
の
当
該
図
及
び
仏
教
の
深
い
理
解
を
窺
わ
せ
る
。

　

次
に
「
見
跡
」
に
は
三
首
の
自
詠
が
見
ら
れ
る
。

第
二　

見
跡

心
ざ
し
ふ
か
き
み
山
の
か
ひ
あ
り
て
し
を
り
の
あ
と
を
み
る
ぞ
嬉
し
き

お
ぼ
つ
か
な
心
づ
く
し
に
た
づ
ぬ
れ
ば
行
方
も
し
ら
ぬ
う
し
の
あ
と
哉

し
を
り
と
〔
は
芝
折
〕
と
か
け
り
。
お
と
か
け
る
は
あ
や
ま
り
也
。
山
な
ど
に
入
て
み
ち
の
さ
だ
か
な
ら
ね
ば
、
か
へ
り
い
で

ん
と
き
ま
よ
は
じ
と
て
、
柴
の
え
だ
な
ど
を
折
か
け
て
ゆ
く
を
い
へ
り
。
是
は
人
の
山
に
入
時
の
事
也
。
今
た
づ
ぬ
る
は
う
し

な
り
。う
し
の
さ
る
わ
ざ
し
て
入
べ
き
こ
と
わ
り
な
し
。あ
と
ゝ
は
人
の
う
へ
に
も
鳥
獣
に
も
い
へ
り
。み
山
と
は
太
山
と
か
く
。

き
は
め
て
深
き
山
の
事
也
。
ふ
か
き
み
山
と
は
重
言
也
。

「
心
ざ
し
歌
」
に
対
し
て
は
「
し
を
り
」
を
施
し
た
主
体
の
曖
昧
な
点
を
挙
げ
、「
お
ぼ
つ
か
な
歌
」
に
対
し
て
は
「
ふ
か
き
（
深
き
）」

と
「
み
山
（
深
山
）」
が
重
言
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
後
に
自
詠
が
示
さ
れ
、

心
ざ
し
ふ
か
き
山
ぢ
の
か
ひ
あ
り
て
尋
る
う
し
の
あ
と
を
み
し
か
な

か
く
い
ひ
て
う
し
の
足
あ
と
を
み
初
て
嬉
し
と
思
へ
る
心
は
、
い
は
で
も
こ
も
れ
り
。
お
ぼ
つ
か
な
の
う
た
は
首
尾
と
ゝ
の
は

ず
。

お
ぼ
つ
か
な
心
つ
く
し
て
た
づ
ぬ
れ
ど
そ
こ
と
も
し
ら
ぬ
う
し
の
ゆ
く
末

此
行
は
の
せ
つ
か
は
さ
ず
〔「
此
行
」
ハ
前
後
各
一
行
ヲ
指
ス
〕
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か
く
い
ふ
時
は
お
ぼ
つ
か
な
と
い
ふ
詞
か
な
へ
り
。
こ
ゝ
は

あ
と
み
て
も
お
ぼ
つ
か
な
し
や
山
ふ
か
く
入
け
ん
う
し
の
ゆ
く
へ
し
ら
ね
ば

と
あ
ら
ば
此
所
に
か
な
ふ
べ
し
。

蘆
庵
の
示
す
歌
は
確
か
に
版
本
掲
載
歌
に
比
べ
歌
意
が
よ
り
明
解
で
詞
の
用
法
も
正
格
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
蘆
庵
は
版
本
掲
載

歌
を
斧
正
し
新
た
に
詠
作
を
試
み
て
い
る
。

　

第
三「
見
牛
」に
は
自
詠
は
な
い
が
、版
本「
青
柳
の
糸
の
中
な
る
春
の
日
に
つ
ね
は
る
か
な
る
か
た
ち
を
ぞ
み
る
」は「
は
る
の
日
の
」

に
直
し
、「
吼
け
る
を
し
る
べ
に
し
つ
ゝ
あ
ら
う
し
の
か
げ
み
る
ほ
ど
に
た
づ
ね
き
に
け
り
」
は
初
句
を
「
な
く
声
を
」
と
す
れ
ば
少
し

く
優
る
と
す
る
。

第
四　

得
牛

は
な
さ
じ
と
お
も
へ
ば
い
と
ゞ
心
う
し
是
ぞ
誠
の
き
づ
な
ゝ
り
け
り

と
り
え
て
も
な
に
か
と
思
ふ
あ
ら
う
し
の
つ
な
ひ
〔
く
〕
ほ
ど
に
心
づ
よ
さ
よ

　

言
に
雅
俗
な
し
、
つ
か
ひ
ざ
ま
に
雅
俗
あ
り

　
　
は
な
た
じ
と
思
へ
ば
い
と
ゞ
心
う
し
是
ぞ
ま
こ
と
の
き
づ
な
ゝ
り
け
る

こ
ゝ
の
心
は
、
た
と
へ
ば
色
を
お
ふ
て
、
わ
が
心
は
う
せ
た
り
と
お
も
へ
ば
、
色
塵
に
心
を
そ
め
じ
と
お
も
ふ
が
、
う
し
を
は

な
た
じ
と
思
ふ
也
。
さ
は
お
も
へ
ど
そ
み
な
れ
た
る
心
な
れ
ば
、
そ
み
や
す
け
れ
ば
、
正
と
邪
と
相
あ
ら
そ
ふ
の
意
也

後
の
う
た

　
　
と
り
え
て
も
猶
心
こ
そ
ゆ
る
さ
れ
ね
つ
な
ひ
く
う
し
の
ち
か
ら
づ
よ
さ
に

か
く
あ
ら
ば
し
か
る
べ
し
と
思
ふ
に
、
思
ひ
い
で
た
る
う
た
あ
り
。
こ
ゝ
に
よ
く
に
た
り

一
三
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を
り
え
て
も
心
ゆ
る
す
な
山
ざ
く
ら
さ
そ
ふ
あ
ら
し
に
散
も
こ
そ
す
れ

　

版
本
歌
「
は
な
さ
じ
」
を
詠
み
直
し
係
助
詞
の
呼
応
を
正
し
く
し
、
迷
妄
の
基
に
な
る
「
色
塵
」
を
打
ち
払
う
「
正
と
邪
」
の
葛
藤

の
場
面
と
す
る
。
版
本
歌
「
と
り
え
て
も
」
を
新
た
に
詠
み
直
し
「
う
し
の
ち
か
ら
づ
よ
さ
に
（
牛
の
力
強
さ
に
）」
と
詠
む
こ
と
で
よ

り
牛
と
の
格
闘
を
全
面
に
出
し
て
い
る
。「
を
り
え
て
も
」
歌
は
武
道
の
心
得
を
詠
じ
た
道
歌
で
あ
る
。

第
五　

牧
牛

日
か
ず
へ
て
野
が
ひ
の
う
し
も
て
な
る
れ
ば
身
に
そ
ふ
か
げ
と
な
る
ぞ
嬉
し
き

尋
ね
来
し
ま
き
の
〔
う
ね
う
し
〕
と
り
え
つ
ゝ
か
ひ
か
ふ
ほ
ど
に
し
づ
か
な
り
け
り

初
の
う
た
大
意
は
聞
ゆ
。
歌
よ
む
人
の
た
め
に
た
ゞ
し
て
み
す
べ
し
。
野
飼
と
は
農
業
の
さ
は
り
に
な
ら
ぬ
比
、
う
し
を

や
せ
さ
せ
じ
と
て
、
の
に
は
な
ち
こ
ふ
を
い
ふ
。
こ
れ
は
は
じ
め
う
せ
た
る
う
し
に
い
へ
り
。
さ
れ
ど
う
せ
た
る
う
し
つ
な

ぎ
て
な
つ
く
も
、
の
が
ひ
を
と
り
て
な
つ
く
も
大
意
同
じ
と
は
い
ふ
也
。

　
　

う
せ
に
け
る
う
し
も
み
い
で
て
つつ

な
ぎ
た
れ
ば
也

な
げ
れ
ば
い
ま
は
身
に
そ
ふ
か
げ
と
成
に
き

　
　
　
　

後
の
う
た

　
　

尋
ね
つ
る
山
の
あ
ら
う
し
つ
な
ぎ
え
て
今
は
て
が
ひ
に
な
れ
に
け
る
哉

　
　
　
　

う
ね
う
し
か
ひ
か
ふ
心
得
が
た
し
。

　

版
本
歌
「
日
か
ず
へ
て
」
は
大
意
は
通
じ
る
と
し
、「
野
が
ひ
」
も
「
は
な
ち
こ
ふ
」
も
同
意
と
し
な
が
ら
も
新
た
に
農
作
の
観
点
か

ら
詠
み
直
す
。「
尋
ね
つ
る
」
歌
は
版
本
歌
に
あ
る
「
う
ね
う
し
」「
か
ひ
か
ふ
」
を
「
あ
ら
う
し
（
荒
牛
）」「
て
が
ひ
（
手
飼
ひ
）」
の

語
に
変
え
て
お
り
、
蘆
庵
歌
の
方
が
理
解
し
や
す
い
。

第
六　

騎
牛
帰
家
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す
み
の
ぼ
る
心
の
そ
ら
に
う
そ
ぶ
き
て
立
か
へ
り
ゆ
く
み
ね
の
し
ら
雲

か
へ
り
み
る
と
を
山
み
ち
の
雪
消
て
心
の
う
し
に
の
り
て
こ
そ
ゆ
け

初
の
う
た
、
雲
は
あ
し
た
に
山
を
い
で
、
夕
に
山
か
へ
る
。
よ
り
て
歌
の
う
へ
に
て
雲
か
へ
る
と
い
へ
ば
、
夕
と
い
は
で
も

夕
に
な
る
也
。
こ
の
う
た
は
人
の
か
へ
る
な
り
。
上
に
心
と
あ
れ
ば
人
の
事
と
聞
ゆ
れ
ど
、
落
句
は
み
ね
に
雲
の
か
へ
る
と

聞
ゆ
。

　
　

分
き
つ
る
高
ね
の
雲
を
め
に
か
け
て
立
か
へ
り
ゆ
く
み
ち
ぞ
う
れ
し
き

と
あ
ら
ば
聞
ゆ
べ
し
。

次
の
歌
、
か
へ
り
み
る
と
い
ふ
は
、
に
し
に
ゆ
く
人
の
東
を
み
る
を
い
ふ
也
。
し
か
れ
ば
わ
が
き
た
る
か
た
な
り
。
そ
の
き
た

る
か
た
の
ゆ
き
消
て
ゆ
け
と
あ
れ
ば
、
又
東
に
ゆ
く
な
り
。
詞
の
道
か
く
の
ご
と
く
た
ゞ
し
く
、
一
字
た
が
へ
ば
閃
電
光
に
似

て
、
直
下
に
意
を
転
ず
。
是
は
、
か
へ
る
さ
の
と
ほ
山
み
ち
、
と
あ
ら
ば
聞
ゆ
べ
し
。

　

版
本
歌
「
す
み
の
ぼ
る
」
に
つ
い
て
は
「
立
か
へ
る
」
の
主
体
が
上
句
で
人
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雲
が

夕
べ
に
山
に
帰
っ
て
い
く
こ
と
と
も
取
れ
る
と
難
じ
、「
分
き
つ
る
」
歌
を
新
た
に
詠
む
。
版
本
の
歌
は
蘆
庵
の
言
う
通
り
「
立
か
へ
り
」

の
主
体
が
曖
昧
で
あ
り
、蘆
庵
歌
に
よ
っ
て
歌
意
が
明
確
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
版
本
歌「
か
へ
り
み
る
」に
対
し
蘆
庵
は
厳
し
く
批
判
し
、

一
字
で
も
誤
れ
ば
直
ち
に
歌
意
が
変
わ
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
蘆
庵
は
こ
う
し
た
理
に
合
わ
な
い
歌
作
を
す
る
こ
と
を
戒
め
た
歌

人
で
あ
り
、「
い
こ
ま
山
高
ね
の
月
の
入
る
ま
ゝ
に
氷
消
ゆ
く
こ
や
の
池
水
。
生
駒
は
大
和
・
河
内
の
境
の
山
な
り
、
こ
や
は
摂
津
の
西

な
り
、
此
山
に
入
る
月
は
大
和
よ
り
い
は
で
は
か
な
は
ず
。（
＝
割
注
）」（『
ふ
る
の
中
道
』「
ち
り
ひ
ぢ
」）
と
し
た
言
が
あ
り）

11
（

、
地
理

的
道
理
に
合
わ
な
い
歌
を
批
難
す
る
。
上
句
を
「
か
へ
る
さ
の
と
ほ
山
み
ち
」
と
す
れ
ば
理
解
で
き
る
と
し
て
お
り
、
蘆
庵
の
一
字
を
も

忽
せ
に
し
な
い
歌
作
姿
勢
が
こ
こ
か
ら
見
て
と
れ
る
。

一
三
六



第
七　

忘
牛
存
人

よ
し
あ
し
と
わ
た
る
人
こ
そ
は
か
な
け
れ
ひ
と
つ
な
に
は
の
あ
し
と
し
ら
ず
や

し
る
べ
せ
ん
山
ぢ
の
お
く
の
ほ
ら
の
う
し
か
ひ
か
ふ
ほ
ど
に
し
づ
か
な
り
け
り

初
の
う
た

捨
妄
取
真　

去
事
就
理　

捨
煩
悩
取
菩
提　

厭
生
死
暮
涅
槃

　
　
よ
し
あ
し
を
分
る
こ
ゝ
ろ
の
あ
る
ほ
ど
は
ひ
と
つ
な
に
は
の
あ
し
と
し
ら
な
ん

と
釈
す
べ
し
、
是
と
云
、
非
と
云
は
、
と
も
に
心
の
ほ
が
ら
か
な
ら
ぬ
な
り
、
信
心
銘
に
も
、
至
道
無
難
唯
嫌
棟
択
但
莫
憎

愛
洞
然

次
の
歌
は
第
五
と
同
歌
な
り
、
し
る
べ
せ
ん
、
ほ
ら
の
う
し
と
も
に
心
得
ず
、
せ
ん
と
は
人
を
し
る
べ
し
、
や
ら
ん
の
心
な

れ
ば
た
が
へ
り

　
　
は
な
る
と
も
又
つ
な
ぐ
と
も
思
は
ず
は
う
し
と
い
ふ
こ
と
も
わ
す
れ
は
つ
べ
し

　

版
本
歌
「
よ
し
あ
し
と
」
歌
に
つ
い
て
「
捨
妄
取
真
…
…
」
の
趣
意
を
詠
じ
た
も
の
と
し
、
自
詠
に
は
「
信
心
銘
」
の
冒
頭
を
挙
げ
、

是
非
に
囚
わ
れ
る
間
は
安
心
の
境
地
で
は
な
く
、「
好・嫌
」「
愛・憎
」を
去
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
と
い
う
言
句
を
補
足
す
る
。
版
本
歌「
し

る
べ
せ
ん
」
は
蘆
庵
も
疑
問
を
呈
す
る
よ
う
に
第
五
図
「
牧
牛
」
の
趣
意
に
相
応
し
く
、新
た
に
当
該
図
の
趣
意
に
一
致
す
る
よ
う
に
「
は

な
る
と
も
」
歌
を
詠
み
、
牛
（
自
己
の
心
）
に
執
着
せ
ず
、
彼
我
を
失
く
し
た
心
境
を
詠
み
上
げ
る
。

第
八　

人
牛
倶
忘

雲
も
な
く
月
も
か
つ
ら
も
木
も
か
れ
て
は
ら
ひ
は
て
た
る
う
は
の
空
哉

本
よ
り
も
心
の
ゝ
り
は
な
き
も
の
を
夢
う
つ
ゝ
と
は
何
を
い
ひ
け
ん
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初
歌
、
月
の
桂
と
申
事
は
兼
名
苑
と
申
文
に
云
、
月
中
有
レ
河
、
河
上
有
二
桂
樹
一
高
五
百
丈
云
、
是
を
本
文
と
し
て
月
の

桂
と
は
申
な
ら
へ
り
。
此
心
を
思
ふ
に
、心
中
妄
想
う
せ
て
真
如
法
性
あ
ら
は
れ
、洞
然
た
る
所
を
い
ふ
心
と
み
え
た
り
。

是
言
語
の
た
が
へ
る
な
り
。
木
は
か
る
ゝ
と
い
ふ
と
も
、
月
は
か
る
ゝ
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
月
の
か
つ
ら
の
木
と
つ
ゞ
か
ざ

れ
ば
木
に
か
ゝ
ら
ず
。
月
は
常
住
不
変
物
、
必
ず
晴
く
も
り
に
よ
る
べ
か
ら
ず
。

　
　
へ
だ
て
こ
し
心
の
ち
り
も
雲
き
り
も
は
れ
て
む
な
し
く
そ
ら
を
こ
そ
み
れ

　
　
　
　
　
次
の
う
た
は
、
此
ま
ゝ
に
て
よ
く
聞
え
た
り
。

　

版
本
歌
「
雲
も
な
く
」
に
つ
い
て
は
『
兼
名
苑
』（
散
逸
本
）
を
引
き
、
所
謂
真
如
の
月
を
当
該
歌
か
ら
詠
み
取
る
。
そ
の
上
で
詞
の

用
法
の
齟
齬
を
指
摘
し
、「
月
の
か
つ
ら
の
木
」
と
し
な
け
れ
ば
意
を
な
さ
な
い
と
し
、
自
詠
「
へ
だ
て
こ
し
」
を
詠
む
。
こ
こ
は
蘆
庵

の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
自
詠
で
は
「
月
・
桂
」
を
詠
ま
ず
、
一
切
の
妄
動
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
虚
空
を
見
る
と
表
現
す
る
。

第
九　

返
本
還
源

法
の
み
ち
あ
と
な
き
も
と
の
山
な
れ
ば
ま
つ
は
み
ど
り
に
花
は
し
ら
露

そ
め
ね
ど
も
山
は
み
ど
り
に
な
り
に
け
り
を
の
が
〔
い
ろ
〕
〳
〵
花
も
な
き
な
り

初
の
歌
、
よ
く
聞
ゆ
。
但
是
は
古
句
の
、
や
な
ぎ
は
み
ど
り
花
は
く
れ
な
ゐ
と
い
ふ
古
句
を
あ
し
く
つ
ゞ
け
た
る
ま
で
な

り
。ま
つ
は
み
ど
り
に
花
は
く
れ
な
ゐ
と
な
ほ
し
て
釈
す
べ
し
。そ
の
故
は
し
ら
露
の
し
ら
は
花
の
白
き
に
て
聞
え
た
れ
ど
、

露
は
何
の
用
に
い
で
た
り
と
も
み
え
ね
ば
也
。

次
の
う
た
の
下
句
は
一
向
不
通

そ
め
ね
ど
も
山
は
み
ど
り
に
な
り
ぬ
れ
ば
お
の
が
い
ろ
〳
〵
花
も
咲
け
り

是
山
は
も
と
山
、
水
は
も
と
水
、
と
い
ふ
底
な
る
べ
し
。

一
三
八



　

版
本
歌
「
法
の
み
ち
」
に
対
し
て
歌
意
は
よ
く
通
じ
る
と
す
る
も
の
の
、「
柳
緑
花
紅
真
面
目
」（
蘇
東
坡
）
を
誤
用
し
て
お
り
、
そ

の
ま
ま
「
花
は
紅
」
と
す
べ
き
と
す
る
。
併
せ
て
「
し
ら
露
」
の
「
露
」
は
歌
の
な
か
で
有
効
な
働
き
を
し
て
な
い
と
も
指
摘
す
る
。

二
首
目
の
「
そ
め
ね
ど
も
」
は
全
く
通
じ
な
い
と
す
る
が
、
第
五
句
「
花
も
な
き
な
り
」
は
廓
庵
の
頌
「
庵
中
不
見
庵
前
物　

水
自
茫

茫
花
自
紅
」と
相
反
し
て
お
り
、当
時
の
読
者
も
不
審
を
抱
い
た
に
違
い
な
い
。
よ
っ
て
蘆
庵
は「
花
も
咲
け
り
」と
改
め
て
詠
み
直
す
。

前
記
川
瀬
一
馬
氏
が
紹
介
す
る
大
東
急
記
念
文
庫
の
古
写
本
の
当
該
図
の
歌
は「
そ
め
ね
ど
も
山
は
に
し
き
に
な
り
に
け
り
を
の
が
色
々

花
も
さ
く
な
り
」
と
あ
り
廓
庵
の
頌
と
相
通
す
る）

11
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。
な
ぜ
版
本
の
歌
が
廓
庵
の
頌
と
相
反
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
蘆
庵
は
そ
の

誤
謬
を
訂
正
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
十　

入
鄽
垂
手

手
は
た
れ
て
足
は
そ
ら
ゆ
く
を
と
こ
山
か
れ
た
る
枝
に
鳥
や
す
む
ら
ん

身
も
お
も
ふ
身
を
ば
心
ぞ
く
る
し
む
る
あ
る
に
ま
か
せ
て
有
ぞ
あ
る
べ
き

初
の
う
た
、無
心
所
着
と
や
は
ん
。言
路
を
う
し
な
へ
り
。本
文
入
鄽
垂
手
序
と
あ
る
。手
は
手
足
の
手
の
事
に
は
あ
ら
ず
。

垂
示
と
い
は
ん
が
ご
と
く
、
又
手
段
を
い
ふ
が
ご
と
し
。
さ
る
を
手
の
事
と
思
へ
る
は
、
歌
の
理
を
し
ら
ね
ば
な
り
。
又

足
は
そ
ら
な
る
と
い
ふ
詞
も
た
が
へ
り
。
人
あ
は
て
さ
は
ぎ
て
み
れ
ど
も
み
え
ず
、き
け
ど
も
聞
え
ぬ
体
の
と
き
あ
り
く
を
、

足
を
そ
ら
に
て
あ
り
く
と
い
へ
り
。
こ
ゝ
は
大
悟
徹
底
の
人
却
て
入
市
中
相
対
す
る
邪
魔
外
道
悪
人
を
も
み
な
こ
と
〴
〵

く
化
度
す
る
体
の
心
と
み
え
た
り
。
又
頌
の
句
に
枯
木
再
花
咲
と
あ
る
を
か
へ
て
、
鳥
栖
と
い
へ
る
文
字
に
か
ゝ
は
り
て

心
を
な
さ
ず
。
歌
道
の
意
大
に
た
が
へ
り
。
こ
ゝ
は
文
殊
三
処
一
夏
の
心
と
み
ゆ
れ
ば
、
今
別
詠
之

十
牛
の
歌
を
よ
め
る
中
に
、
入
鄽
垂
手
の
心
を

　
　

け
が
れ
た
る
あ
く
た
に
お
け
る
露
を
し
も
玉
に
な
し
て
ぞ
月
は
す
み
け
る

一
三
九
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版
本
歌
「
手
は
た
れ
て
」
を
無
心
所
着
と
し
一
首
の
体
を
為
し
て
い
な
い
と
す
る
。「
手
」「
足
」
も
「
入
鄽
垂
手
」
の
意
義
を
理
解

し
て
お
ら
ず
、「
足
は
そ
ら
ゆ
く
」
の
措
辞
も
誤
っ
た
用
法
で
あ
る
と
す
る
。
廓
庵
の
頌
「
直
教
枯
木
放
花
開
（
直
だ
枯
木
を
し
て
花

を
放
つ
て
開
か
し
む
）」
の
意
を
変
え
る
が
、
結
句
「
鳥
や
す
む
ら
ん
」
の
詞
の
た
め
意
を
な
さ
な
い
と
も
評
す
る
。
蘆
庵
は
当
該
図
を

大
悟
の
人
が
逆
に
市
井
に
入
り
教
化
す
る
趣
意
と
見
て
「
文
殊
三
処
」
に
譬
え
、
文
殊
が
夏
安
居
の
と
き
お
よ
そ
修
行
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
魔
宮
・
長
者
宅
・
媱
房
に
過
ご
し
た
、
そ
の
自
在
無
碍
の
境
地
と
同
趣
と
し
、
新
た
に
「
け
が
れ
た
る
」
歌
を
詠
じ
る）

11
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。
版
本
歌

は
確
か
に
歌
意
を
読
み
取
る
の
が
難
し
い
。
蘆
庵
は
全
く
別
趣
向
の
歌
を
詠
じ
て
お
り
、
塵
芥
に
置
く
露
を
玉
と
し
、
清
澄
の
月
が
宿

る
こ
と
を
詠
む
。「
文
殊
三
処
」
と
当
該
図
の
趣
意
が
合
致
す
る
か
は
別
と
し
て
、
当
該
図
の
趣
意
を
新
た
に
和
歌
化
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
次
に
版
本
歌
「
身
を
思
ふ
」
に
つ
い
て
、
上
句
は
第
四
図
「
得
牛
」
の
段
階
に
通
じ
、
最
終
図
で
「
身
を
思
ひ
心
を
く
る
し
む
」

る
こ
と
は
な
い
が
、「
未
練
未
熟
」
の
と
き
の
苦
し
さ
思
い
返
し
、
大
悟
し
て
後
の
安
ら
か
な
境
地
を
他
者
に
示
し
た
も
の
と
す
る
。
こ

の
後
、

　
　

身
を
思大

ふ欲

心
ぞ
身
を
ば
く大

苦る
し
む
る
あ
る
に
ま少

欲か
せ
て
あ
ら
ば
や知

す足

け
ん

上
に
詞
を
か
さ
ぬ
れ
ば
下
に
又
詞
を
か
さ
ぬ
。
是
又
う
た
の
一
体
な
り
。〔
歌
の
法
と
は
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
歌
に
法
な
し
。
古
人

如
此
よ
め
る
一
体
あ
る
を
い
ふ
也
〕。
是
は
此
言
路
の
理
を
い
ふ
の
み
。
い
か
で
か
第
一
義
底
に
い
た
ら
し
め
ん
、
此
道
は
不
立

文
字
、
ま
し
て
拙
劣
の
鄙
詞
、
是
と
ゞ
め
ば
則
所
謂
葛
藤
と
な
ら
ん
。

と
自
詠
を
附
す
。
第
五
句
を
「
あ
ら
ば
や
す
け
ん
」
と
変
え
た
の
み
だ
が
、
右
に
附
さ
れ
る
二
字
、
大
欲
ゆ
え
の
大
苦
、
少
欲
ゆ
え
の

知
足
は
蘆
庵
な
り
の
「
十
牛
図
」
の
示
す
修
行
過
程
を
整
理
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



　
　
　
ま
と
め

　

以
上
、
月
坡
と
蘆
庵
の
「
十
牛
図
」
を
め
ぐ
る
作
品
に
つ
い
て
見
た
。
月
坡
は
廓
庵
「
十
牛
図
」
の
趣
意
に
よ
り
な
が
ら
も
、
新
た

に
二
章
を
設
け
、
内
容
も
序
・
頌
・
和
韻
か
ら
離
れ
、
各
章
を
一
年
十
二
ヶ
月
に
配
当
し
、
各
月
の
光
景
・
景
物
を
和
文
体
で
綴
り
、

な
お
二
首
の
歌
を
附
し
て
お
り
、「
十
牛
図
」
を
完
全
に
和
風
化
し
て
い
た
。
禅
宗
の
教
理
・
用
語
を
表
面
に
用
い
る
こ
と
な
く
、
当
該

図
の
趣
意
を
説
こ
う
と
し
て
い
る
点
に
月
坡
の
独
創
が
あ
る
。こ
の
こ
と
は
本
書
を
読
む
一
般
読
者
に
配
慮
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
が
、

若
く
し
て
山
居
し
山
水
を
愛
す
る
詩
作
を
多
く
も
の
し
た
月
坡
の
個
人
的
な
志
向
も
投
影
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蘆
庵
の
版

本
掲
載
歌
を
批
評
し
た
営
み
は
批
評
す
る
の
み
に
終
わ
ら
ず
、
新
た
に
自
詠
を
示
し
て
お
り
、
批
評
の
言
の
中
に
蘆
庵
の
実
際
の
詠
作

姿
勢
、
あ
る
い
は
歌
論
を
窺
わ
せ
る
言
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
得
牛
」
に
「
言
に
雅
俗
な
し
。
つ
か
ひ
ざ
ま
に
雅
俗
あ
り
」
の
言
は
同

じ
く
『
六
帖
詠
藻
』
に
「
今
の
世
の
歌
は
言
え
り
の
み
し
て
、
常
に
み
き
く
も
の
も
歌
に
は
よ
め
る
を
き
か
ず
。
い
に
し
へ
は
大
根
は

じ
か
み
に
ら
な
す
び
ひ
か
ほ
し
う
り
も
歌
に
こ
そ
よ
め
」（
雑
九
）
と
あ
り
、
言
葉
そ
の
も
の
に
雅
俗
の
別
は
な
い
と
す
る
蘆
庵
の
見
解

を
補
完
で
き
る
記
事
も
見
え
る）
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。

　
こ
の
他
近
世
期
に
は
叢
書
類
に
記
さ
れ
る
二
種
の
作
者
未
詳
歌
が
存
し
、宝
井
其
角
の『
五
元
集
拾
遺
』に
は「
十
及
の
図
」と
題
し「
十

牛
図
」
を
吉
原
の
風
俗
に
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
た
発
句
十
句
も
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
作
品
に
ま
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
以
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
四
一
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注（
１
）
川
瀬
一
馬「
五
山
版「
十
牛
圖
」
考
」（『
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
』
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
会
、
一
九
六
三
年
）

（
２
）
鎌
倉
期
に
一
山
一
寧
の「
十
牛
圖
并
序
」（『
一
山
國
師
妙
慈
弘
濟
大
師
語
』）、
南
北
朝
期
に
竜
湫
周
沢
の「
十
牛
」（『
隨
得
集
』）
が
あ
り
、
近

世
初
期
の
詩
作
と
し
て
は
隠
元
隆
琦
の「
十
牛
圖
」（『
隠
元
和
尚
松
隠
三
集
』）、
高
泉
性
潡
の「
十
牛
頌
」（『
高
泉
禅
師
語
録
』）
が
あ
る
。

（
３
）『
月
坡
禅
師
行
実
』
及
び『
霊
隠
図
詩
』
の
自
序
に
よ
る
。（『
続
曹
洞
宗
全
書
第
三
巻　

語
録
一
』
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
）

（
４
）
岡
田
宜
法『
日
本
禅
籍
史
論（
上
）
曹
洞
禅
編
』（
井
田
書
店
、
一
九
四
三
年
）

（
５
）
柴
山
全
慶「
宇
し
か
ひ
草
に
就
い
て
」（
季
刊『
禅
文
化
』
第
７
巻
第
１
号
、
花
園
大
学
禅
文
化
研
究
会
、
一
九
六
一
年
一
月
）

（
６
）
注（
５
）
に
同
じ
。
な
お
当
該
書
は
同
氏
著『
十
牛
図
増
修
版
』（
其
中
堂
、
一
九
六
三
年
）
に
所
収
さ
れ
る
。

（
７
）
柳
田
聖
山「
解
題
」（
上
田
閑
照・
柳
田
聖
山『
十
牛
図
―
自
己
の
現
象
学
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
年
）

（
８
）
中
村
文
峰『
禅
書
う
し
か
ひ
草
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
八
五
年
）

（
９
）
湯
浅
佳
子「『
う
し
か
ひ
草
』
と「
十
牛
図
」「
牧
牛
図
」」（『
近
世
小
説
の
研
究
―
啓
蒙
的
文
芸
の
展
開
―
』
所
収
、汲
古
書
院
、二
〇
一
七
年
）

（
10
）
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
絵
入
牧
草
』（
寛
文
九
年
刊
／
西
田
庄
兵
衛
版
）
請
求
記
号
、H

180/288

。
但
し
当
該
書
の
損
字
の
部
分
は
同
図

書
館
所
蔵『
牧
草
』
無
刊
記
本（
請
求
記
号
、188.84/963
）
に
拠
り（ 

）
内
で
示
す
。

（
11
）
注（
９
）
に
同
じ
。

（
12
）
注（
５
）
に
同
じ
。

（
13
）『
讃
岐
典
侍
日
記
』『
徒
然
草
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

（
14
） 林
羅
山『
徒
然
草
野
槌
』（
徒
然
草
古
註
釈
集
成『
徒
然
草
拾
遺
抄　

徒
然
草
野
槌
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
八
年
）

（
15
） 高
野
辰
之
編『
日
本
歌
謡
集
成　

巻
七
』（
春
秋
社
、
一
九
二
八
年
）
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（
16
）『
紀
海
音
全
集　

第
一
巻
』（
清
文
堂
版
、
一
九
七
七
年
）

（
17
）
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
菴
居
全
集
』（
寛
文
十
二
年
刊
）
請
求
記
号
、H

152.1W
/4

。

（
18
）
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
手
ご
と
の
花
』（
元
禄
期
刊
）
請
求
記
号
、H
152.1W

/43

。

（
19
）
本
文
は
、
蘆
庵
文
庫
研
究
会
編『
小
沢
蘆
庵
自
筆　

六
帖
詠
藻　

本
文
と
研
究
』（
研
究
叢
書486

、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
に
拠
る
。

（
20
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
雲
英
文
庫
蔵
本
。
請
求
記
号
、
文
庫31 E1087

。

（
21
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
。
請
求
記
号
、821-277

。

（
22
）
日
本
歌
学
大
系
第
八
巻
。「
い
こ
ま
山
」
歌
は
長
方
集（
八
九
番
歌
）
に
見
え
る
。

（
23
）
注（
１
）
に
同
じ
。

（
24
）
当
該
歌
は『
六
帖
詠
草
』
雑
上
に「
十
牛
の
歌
を
よ
め
る
中
に
入
鄽
垂
手
の
心
を
」
と
題
し
掲
出
さ
れ
る
。
一
七
七
二
番
歌
。

（
25
）『
ふ
る
の
中
道
』「
ち
り
ひ
ぢ
」
に
は「
或
は
家
々
に
て
、
不
庶
幾
の
詞
、
加
難
の
詞
な
ど
や
う
の
事
い
で
き
、
甚
し
き
に
至
り
て
は
、
伝
授・

口
伝
家
説
な
ど
や
う
の
こ
と
さ
へ
い
で
き
に
け
り
。
是
を
し
り
た
る
を
堪
能・
博
覧
と
思
ひ
、
こ
れ
を
し
ら
ざ
る
を
、
未
練・
未
達
に
て
、
歌
詞

に
あ
ら
ず
、
歌
道
を
し
ら
ぬ
な
ど
い
ひ
あ
へ
り
。
見
よ
、
伝
授・
口
伝
を
え
し
人
の
歌
の
聞
え
難
き
を
。」（
日
本
歌
学
大
系
第
八
巻
）
と
あ
る
。

※
引
用
の
資
料
に
は
旧
字・
異
体
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
、
私
に
濁
点・
句
読
点
を
施
し
た
部
分
が
あ
る
。
引
用
の
和
歌
は
断
り
の
な
い
限
り
新

編
国
歌
大
観
に
拠
る
。
な
お
、版
本
の「
十
牛
図
」は
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵『
四
部
録
』（
寛
永
六
年
刊
／
請
求
番
号
、188.84/574

）に
拠
っ
た
。

〔
付
記
〕
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
る
月
坡
道
印
著・
観
海
画『
絵
入
牧
草
』
の
閲
覧・
複
製
及
び
図
版
の
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
駒
澤
大
学
図
書
館

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。




